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資料１ 企業アンケート調査結果 

付属表 1-1 企業規模と業種（単一回答）[問１×問４] 

付属表 1-2 企業規模と創業年（単一回答）[問２×問４] 

業種

%1.282%3.16%5.222業漁林農

鉱業、採石業砂利採取業 7 0.8% 1 0.2% 8 0.6%

%1.749%3.402%5.847業設建

%0.8701%3.743%4.837業造製

電気・ガス・熱供給・水道業 35 4.0% 6 1.3% 41 3.1%

%5.406%3.402%6.404業信通報情

%9.456%6.562%5.493業便郵、業輸運

%9.7501%3.743%2.817業売小、業売卸

%8.577%5.412%5.665業険保・融金

不動産業、物品賃貸業 44 5.1% 15 3.2% 59 4.4%

宿泊業、飲食サービス業 46 5.3% 29 6.2% 75 5.6%

学術研究、専門・技術サービス業 16 1.8% 7 1.5% 23 1.7%

生活関連サービス業、娯楽業 40 4.6% 15 3.2% 55 4.1%

%3.9421%6.6177%4.574祉福、療医

%4.9521%2.1125%4.837業援支習学、育教

複合サービス業（協同組合等） 59 6.8% 44 9.5% 103 7.7%

サービス業（他に分類されないもの） 107 12.3% 49 10.5% 156 11.7%

%8.142%7.18%8.161他のそ

%2.03%2.01%2.02答回無

%0.0012331%0.001564%0.001768計

56-300人 301-999人 計

1969年まで 434 50.1% 240 51.6% 674 50.6%

1970年代 127 14.6% 61 13.1% 188 14.1%

1980年代 125 14.4% 73 15.7% 198 14.9%

1990年代 74 8.5% 50 10.8% 124 9.3%

2000年以降 104 12.0% 40 8.6% 144 10.8%

無回答 3 0.3% 1 0.2% 4 0.3%

867 100.0% 465 100.0% 1332 100.0%

56-300人 301-999人 計

計

創
業
年

‒ ��5 ‒
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付属表 1-3 企業規模と当面の従業員採用（単一回答）[問３×問４] 

付属表 1-4 企業規模と雇用障害者の障害種類（複数回答）[問４×問４] 

付属表 1-5 企業規模と雇用経験（単一回答）[問４×問５] 

増員予定 現状維持 減員予定 無回答 計

150 610 98 9 867

17.3% 70.4% 11.3% 1.0% 100.0%

105 304 49 7 465

22.6% 65.4% 10.5% 1.5% 100.0%

255 914 147 16 1332

19.1% 68.6% 11.0% 1.2% 100.0%

56-300人

301-999人

計

身体障害 知的障害 精神障害 その他

533 89 52 7

61.5% 10.3% 6.0% 0.8%

441 130 114 2

94.8% 28.0% 24.5% 0.4%

974 219 166 9

73.1% 16.4% 12.5% 0.7%
1332

雇用企業数（延べ数）
企業数

56-300人

301-999人

867

465

計

現在、障害者を
雇用している

現在は障害者を
雇用していない
が、過去に雇用

していた

これまで障害者
を雇用したことが

ない
無回答

591 103 171 2 867

68.2% 11.9% 19.7% 0.2% 100.0%

460 2 3 0 465

98.9% 0.4% 0.6% 0.0% 100.0%

1051 105 174 2 1332

78.9% 7.9% 13.1% 0.2% 100.0%
計

56-300人

301-999人

雇用経験

計

‒ ��6 ‒
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付属表 1-6 企業規模と雇用開始時期（単一回答）[問４×問６] 

※56-999 人規模の企業で、問５で雇用経験ありと回答した 1156 社のみ 

付属表 1-7 企業規模と雇用経路（単一回答）[問４×問７（１）] 

※56-999 人規模の企業で、問５で雇用経験ありと回答した 1156 社のみ 

付属表 1-8 企業規模と雇用障害者への評価（単一回答）[問４×問７（２）（イ）] 

※56-999 人規模の企業で、問５で雇用経験ありと回答した 1156 社のみ 

1969年まで 29 4.2% 45 9.7% 74 6.4%

1970年代 57 8.2% 62 13.4% 119 10.3%

1980年代 91 13.1% 61 13.2% 152 13.1%

1990年代 160 23.1% 125 27.1% 285 24.7%

2000年以降 330 47.6% 151 32.7% 481 41.6%

無回答 27 3.9% 18 3.9% 45 3.9%

694 100.0% 462 100.0% 1156 100.0%計

開
始
時
期

56-300人 301-999人 計

ハ
ロ

ワ

ク
か
ら

紹
介
や
雇
用
率
達
成
指
導

が
あ

た

就
労
支
援
機
関
か
ら

依
頼
・
推
薦
さ
れ
た

学
校
や
職
業
訓
練
校
か
ら

依
頼
・
推
薦
さ
れ
た

医
療
・
福
祉
機
関
か
ら

依
頼
・
推
薦
さ
れ
た

親
戚
や
知
人
か
ら

依
頼
さ
れ
た

縁
故

疾
病
・
事
故
な
ど
で

受
障
し
た
社
員
を

継
続
雇
用
し
た

そ
の
他

無
回
答
・
不
適
切
回
答

150 46 38 4 30 254 121 51 694

21.6% 6.6% 5.5% 0.6% 4.3% 36.6% 17.4% 7.3% 100.0%

129 35 31 6 17 125 90 29 462

27.9% 7.6% 6.7% 1.3% 3.7% 27.1% 19.5% 6.3% 100.0%

279 81 69 10 47 379 211 80 1156

24.1% 7.0% 6.0% 0.9% 4.1% 32.8% 18.3% 6.9% 100.0%

計

56-300人

301-999人

計

雇用経路

満足している
概ね

満足している
やや

不満である
不満である

無回答・
不適切回答

278 313 66 16 21 694

40.1% 45.1% 9.5% 2.3% 3.0% 100.0%

139 281 28 4 10 462

30.1% 60.8% 6.1% 0.9% 2.2% 100.0%

417 594 94 20 31 1156

36.1% 51.4% 8.1% 1.7% 2.7% 100.0%
計

56-300人

301-999人

計

雇用した障害者への評価

‒ ��� ‒



142 

付属表 1-9 企業規模と雇用障害者の評価要因（単一回答）[問４×問７（２）（ロ）] 

※56-999 人規模の企業で、問５で雇用経験ありと回答した 1156 社のみ 

付属表 1-10 企業規模と定着理由（複数回答）[問４×問８（イ）] 

※56-999 人規模の企業で、問５で現在障害者を雇用していると回答した 1051 社のみ 

仕事を
遂行する
能力

仕事に
対する
意欲

遅刻・欠
勤などの
勤務態度

他の従業
員との
コミュニ

ケーション

家族や
関係機関
からの
支援

その他
無回答・
不適切
回答

368 182 43 41 1 17 42 694

53.0% 26.2% 6.2% 5.9% 0.1% 2.4% 6.1% 100.0%

241 129 34 32 2 1 23 462

52.2% 27.9% 7.4% 6.9% 0.4% 0.2% 5.0% 100.0%

609 311 77 73 3 18 65 1156

52.7% 26.9% 6.7% 6.3% 0.3% 1.6% 5.6% 100.0%

301-999人

計

評価に最も影響していること

計

56-300人

%1.62472%5.62221%7.52251るよに針方のプット営経1

%6.76117%4.57743%6.16463らかるあが解理の員業従の場現2

3 建物のバリアフリーなど物理的な環境を整備したから 35 5.9% 42 9.1% 77 7.3%

4 障害状況に応じて作業内容や作業手順を改善したから 100 16.9% 92 20.0% 192 18.3%

5 労働条件の調整や健康管理に対する配慮を行ったから 156 26.4% 151 32.8% 307 29.2%

%1.646%0.873%6.472らかたし置配を者援支に内社6

%1.07737%5.17923%0.96804らかるあが力能るす行遂を業作7

%5.96037%0.37633%7.66493らかるあが欲意るす対に事仕8

%6.92113%8.92731%4.92471らかいなが勤欠や刻遅9

10 他の従業員とのコミュニケーションが良いから 229 38.7% 212 46.1% 441 42.0%

%6.484%3.402%7.482らかたし築構を係関力協のと族家11

12 ジョブコーチなど外部機関の支援を活用したから 27 4.6% 30 6.5% 57 5.4%

%4.151%7.18%2.17らかるあがみ組仕の成形アリャキ31

%4.363%9.381%0.381らかるいてし実充が育教員社41

%6.01111%4.0184%7.0136らかるいてし実充が生厚利福51

%9.314%2.201%2.513他のそ61

%3.242%7.18%7.261答回無

591 100.0% 460 100.0% 1051 100.0%

56-300人 301-999人 計

企業数

定着理由（複数回答）

‒ ��� ‒
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付属表 1-11 企業規模と定着理由（単一回答）[問４×問８（ロ）] 

※56-999 人規模の企業で、問５で現在障害者を雇用していると回答した 1051 社のみ 

付属表 1-12 企業規模と退職理由（複数回答）[問４×問９] 

※56-999 人規模の企業で、問５で過去に雇用していたと回答した 105 社のみ 

%2.767%2.733%3.734るよに針方のプット営経1

%0.02012%3.32701%4.71301らかるあが解理の員業従の場現2

3 建物のバリアフリーなど物理的な環境を整備したから 1 0.2% 1 0.2% 2 0.2%

4 障害状況に応じて作業内容や作業手順を改善したから 11 1.9% 15 3.3% 26 2.5%

5 労働条件の調整や健康管理に対する配慮を行ったから 37 6.3% 32 7.0% 69 6.6%

%8.08%9.04%7.04らかたし置配を者援支に内社6

%0.13623%6.72721%7.33991らかるあが力能るす行遂を業作7

%8.91802%2.0239%5.91511らかるあが欲意るす対に事仕8

%8.08%1.15%5.03らかいなが勤欠や刻遅9

10 他の従業員とのコミュニケーションが良いから 20 3.4% 17 3.7% 37 3.5%

%0.00%0.00%0.00らかたし築構を係関力協のと族家11

12 ジョブコーチなど外部機関の支援を活用したから 3 0.5% 6 1.3% 9 0.9%

%1.01%0.00%2.01らかるあがみ組仕の成形アリャキ31

%1.01%2.01%0.00らかるいてし実充が育教員社41

%5.05%2.01%7.04らかるいてし実充が生厚利福51

%6.272%5.17%4.302他のそ61

%6.383%4.211%6.472答回切適不・答回無

591 100.0% 460 100.0% 1051 100.0%計

56-300人 301-999人 計最も重視する定着理由（単一回答）

%7.6282%0.051%2.6272めたの年定1

%4.2131%0.00%6.2131めたの了満間期約契2

%0.0212%0.00%4.0212めたの職転のへ社他3

%3.4151%0.051%6.3141めたのがけ・気病4

%8.34%0.00%9.34めたの下低・足不の力能5

%8.34%0.00%9.34めたいなかいくまうが係関間人6

7 家族や支援者との関係悪化のため　 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

8 事業所都合（雇用調整・事業廃止・事業所移転など）　 8 7.8% 1 50.0% 9 8.6%

%6.8203%0.00%1.9203他のそ9

%0.11%0.00%0.11答回無

103 100.0% 2 100.0% 105 100.0%

56-300人 301-999人 計退職理由

企業数

‒ ��� ‒
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付属表 1-13 企業規模と課題や制約（複数回答）[問４×問 10（イ）] 

%9.325%1.491%8.333いくにれら得が解理のプット営経1

%3.81442%3.42311%1.51131いくにれら得が解理の員業従の場現2

3 建物のバリアフリーなど物理的な環境整備が難しい 482 55.6% 242 52.0% 724 54.4%

4 障害状況に応じた作業内容や作業手順の改善が難しい 549 63.3% 282 60.6% 831 62.4%

5 労働条件の調整や健康管理に対する配慮が難しい 317 36.6% 110 23.7% 427 32.1%

6 社内に支援者を配置することが難しい 299 34.5% 151 32.5% 450 33.8%

7 作業の遂行能力が期待する水準に達しない 328 37.8% 198 42.6% 526 39.5%

8 仕事に対する意欲が期待する水準に達しない 101 11.6% 80 17.2% 181 13.6%

9 遅刻や欠勤などの勤務態度に不安がある 78 9.0% 46 9.9% 124 9.3%

10 他の従業員とのコミュニケーションに不安がある 214 24.7% 147 31.6% 361 27.1%

%1.141%7.18%7.06いくにれら得が力協のらか族家11

12 ジョブコーチなど外部機関の支援が活用しにくい 46 5.3% 19 4.1% 65 4.9%

13 どのような支援制度や支援機関があるのかわからない 59 6.8% 17 3.7% 76 5.7%

14 障害者を雇用するための具体的な手続きがわからない 26 3.0% 6 1.3% 32 2.4%

%5.07%6.03%5.04いくにれら得が解理の社会親51

%9.7501%2.934%2.726いくにれら得が解理の客顧や先引取61

%3.648%5.944%6.404いならま集が人もてし集募を者害障71

%5.537%6.562%4.574他のそ81

%6.253%8.231%5.222答回無

867 100.0% 465 100.0% 1332 100.0%

56-300人 301-999人 計

企業数

課題や制約（複数回答）

‒ ��0 ‒
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付属表 1-14 企業規模と課題や制約（単一回答）[問４×問 10（ロ）] 

付属表 1-15 企業規模と採用基準（単一回答）[問４×問 11（１）] 

%8.011%4.02%0.19いくにれら得が解理のプット営経1

%4.495%5.753%8.242いくにれら得が解理の員業従の場現2

3 建物のバリアフリーなど物理的な環境整備が難しい 174 20.1% 75 16.1% 249 18.7%

4 障害状況に応じた作業内容や作業手順の改善が難しい 252 29.1% 122 26.2% 374 28.1%

5 労働条件の調整や健康管理に対する配慮が難しい 72 8.3% 18 3.9% 90 6.8%

%3.475%1.491%4.483いし難がとこるす置配を者援支に内社6

7 作業の遂行能力が期待する水準に達しない 126 14.5% 80 17.2% 206 15.5%

8 仕事に対する意欲が期待する水準に達しない 9 1.0% 6 1.3% 15 1.1%

9 遅刻や欠勤などの勤務態度に不安がある 6 0.7% 6 1.3% 12 0.9%

10 他の従業員とのコミュニケーションに不安がある 24 2.8% 25 5.4% 49 3.7%

%0.00%0.00%0.00いくにれら得が力協のらか族家11

12 ジョブコーチなど外部機関の支援が活用しにくい 3 0.3% 1 0.2% 4 0.3%

13 どのような支援制度や支援機関があるのかわからない 1 0.1% 0 0.0% 1 0.1%

14 障害者を雇用するための具体的な手続きがわからない 3 0.3% 1 0.2% 4 0.3%

%1.01%0.00%1.01いくにれら得が解理の社会親51

%9.152%2.201%7.151いくにれら得が解理の客顧や先引取61

%3.203%9.381%4.121いならま集が人もてし集募を者害障71

%4.485%5.412%3.473他のそ81

%5.678%6.562%0.716答回切適不・答回無

867 100.0% 465 100.0% 1332 100.0%計

最も重視する課題や制約（単一回答） 56-300人 301-999人 計

健常者と同じ基準
で採用する

障害の種類や程度
によって条件を緩和

して採用する
その他 無回答

283 535 16 33 867

32.6% 61.7% 1.8% 3.8% 100.0%

129 319 6 11 465

27.7% 68.6% 1.3% 2.4% 100.0%

412 854 22 44 1332

30.9% 64.1% 1.7% 3.3% 100.0%
計

56-300人

301-999人

計

採用基準

‒ ��� ‒
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付属表 1-16 企業規模と入手する情報（複数回答）[問４×問 11（２）（イ）] 

付属表 1-17 企業規模と入手する情報（単一回答）[問４×問 11（２）（ロ）] 

%2.43654%9.53761%3.33982歴学1

%3.45327%1.85072%2.25354歴職2

%3.389011%5.68204%5.18707類種の害障3

%1.96029%3.67553%2.56565級等の害障4

%2.781611%0.19324%1.58837況状の害障5

%5.44395%3.74022%0.34373格資・許免6

%1.31471%8.0105%3.41421績成の等校学7

8 得意なこと、苦手なこと 350 40.4% 214 46.0% 564 42.3%

%0.54006%0.45152%3.04943点慮配9

%9.087701%9.38093%2.97786力能行遂の業作01

11 仕事に対する意欲 585 67.5% 353 75.9% 938 70.4%

%7.62553%0.92531%4.52022慣習働労の日毎21

13 職場におけるルール・マナーの理解 402 46.4% 230 49.5% 632 47.4%

14 職場における人間関係 390 45.0% 245 52.7% 635 47.7%

15 家族や関係機関の支援体制 275 31.7% 133 28.6% 408 30.6%

%1.141%6.03%3.111他のそ61

%4.191%2.01%1.281答回無

867 100.0% 465 100.0% 1332 100.0%

56-300人 301-999人 計

企業数

入手する情報（複数回答）

%1.01%2.01%0.00歴学1

%3.171%1.15%4.121歴職2

%2.8901%5.603%1.997類種の害障3

%3.171%1.15%4.121級等の害障4

%8.52443%3.72721%0.52712況状の害障5

%4.223%8.231%2.291格資・許免6

%0.00%0.00%0.00績成の等校学7

8 得意なこと、苦手なこと 9 1.0% 4 0.9% 13 1.0%

%9.325%2.542%2.382点慮配9

%4.63584%5.53561%9.63023力能行遂の業作01

%5.9721%7.2195%8.786欲意るす対に事仕11

%4.05%0.00%6.05慣習働労の日毎21

13 職場におけるルール・マナーの理解 17 2.0% 14 3.0% 31 2.3%

14 職場における人間関係 22 2.5% 10 2.2% 32 2.4%

15 家族や関係機関の支援体制 7 0.8% 1 0.2% 8 0.6%

%3.04%0.00%5.04他のそ61

%1.455%5.17%5.584答回無

867 100.0% 465 100.0% 1332 100.0%計

56-300人 301-999人 計最も重視する情報（単一回答）

‒ ��� ‒
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付属表 1-18 企業規模と情報入手経路（単一回答）[問４×問 11（２）（ハ）] 

付属表 1-19 企業規模と利用したい支援（複数回答）[問４×問 11（３）] 

56-300人 301-999人 計

337 208 545

38.9% 44.7% 40.9%

196 98 294

22.6% 21.1% 22.1%

27 19 46

3.1% 4.1% 3.5%

158 56 214

18.2% 12.0% 16.1%

31 22 53

3.6% 4.7% 4.0%

12 3 15

1.4% 0.6% 1.1%

16 5 21

1.8% 1.1% 1.6%

14 5 19

1.6% 1.1% 1.4%

76 49 125

8.8% 10.5% 9.4%

867 465 1332

100.0% 100.0% 100.0%

1

5 学校や職業訓練校

6

親戚や知人（縁故）　

計

無回答・不適切回答

2 ハローワーク

3 民間コンサルタント

4
就労支援機関（地域障害者職業センター、
障害者就業・生活支援センター等）

福祉・医療機関

7

8 その他

応募者（障害者）

最も重視する情報の入手経路

%5.12782%4.32901%5.02871習実場職1

%7.63984%4.04881%7.43103用雇ルアイラト2

%3.81442%9.12201%4.61241援支るよにチーコブョジ3

%5.93625%6.93481%4.93243金成助4

5 支援制度の利用は考えていない 161 18.6% 103 22.2% 264 19.8%

6 支援制度の内容を知らないので判断できない 136 15.7% 23 4.9% 159 11.9%

%0.131%1.15%9.08他のそ7

%9.456%1.491%3.564答回無

%0.0012331%0.001564%0.001768数業企

利用したい支援 56-300人 301-999人 計

‒ ��� ‒
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付属表 1-20 企業規模と定着のための工夫（複数回答）[問４×問 11（４）] 

付属表 1-21 企業規模と強化してほしい支援（単一回答）[問４×問 12] 

%5.01041%1.0174%7.0139進促解理のプット営経1

2 現場の従業員の理解促進 499 57.6% 294 63.2% 793 59.5%

3 建物のバリアフリーなど物理的環境の整備 262 30.2% 108 23.2% 370 27.8%

4 障害状況に応じた作業内容や作業手順の改善 529 61.0% 300 64.5% 829 62.2%

5 労働条件の調整や健康管理に対する配慮 463 53.4% 238 51.2% 701 52.6%

6 作業遂行能力向上のための指導（OJT） 369 42.6% 209 44.9% 578 43.4%

7 家族との協力体制の構築 132 15.2% 57 12.3% 189 14.2%

8 ジョブコーチなど外部機関の支援活用 120 13.8% 72 15.5% 192 14.4%

9 キャリア形成の仕組みの構築 51 5.9% 41 8.8% 92 6.9%

%1.61412%3.3126%5.71251施実の育教員社01

%2.596%2.542%2.554実充の生厚利福11

%5.102%7.18%4.121他のそ21

%1.445%2.351%5.493答回無

867 100.0% 465 100.0% 1332 100.0%

56-300人 301-999人 計定着のために工夫したいこと

企業数

56-300人 301-999人 計

233 119 352

26.9% 25.6% 26.4%

199 111 310

23.0% 23.9% 23.3%

131 81 212

15.1% 17.4% 15.9%

131 64 195

15.1% 13.8% 14.6%

36 19 55

4.2% 4.1% 4.1%

9 5 14

1.0% 1.1% 1.1%

128 66 194

14.8% 14.2% 14.6%

867 465 1332

100.0% 100.0% 100.0%

1 入社前の職業能力開発や社会性育成

5 ジョブコーチなど人的支援

強化してほしい支援

無回答・不適切回答

6 その他

計

2 採用可否を検討するための、さらなる障害者情報の提供

3 各種助成金など経済的支援

4 職場実習やトライアル雇用などによる相互理解の促進

‒ ��� ‒
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付属表 1-22 企業規模と雇用方針（単一回答）[問４×問 13（１）] 

付属表 1-23 企業規模と法改正の認知（単一回答）[問４×問 14] 

※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

56-300人 301-999人 計

204 188 392

23.5% 40.4% 29.4%

242 185 427

27.9% 39.8% 32.1%

102 13 115

11.8% 2.8% 8.6%

290 69 359

33.4% 14.8% 27.0%

29 10 39

3.3% 2.2% 2.9%

867 465 1332

100.0% 100.0% 100.0%

今後の雇用方針

1 今後新たに雇用する方針である

無回答・不適切回答

計

2 欠員が出た場合は雇用したい

3 今後新たに雇用する計画はない

4 わからない

知っていた 知らなかった 無回答

748 113 6 867

86.3% 13.0% 0.7% 100.0%

446 17 2 465

95.9% 3.7% 0.4% 100.0%

1194 130 8 1332

89.6% 9.8% 0.6% 100.0%
計

56-300人

301-999人

法改正について
計

‒ ��5 ‒
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付属表 1-24 企業規模と法改正の情報入手経路（複数回答）[問４×問 15（イ）] 

※56-999 人規模の企業で、問 14 で知っていたと回答した 1194 社のみ 

      ※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

付属表 1-25 企業規模と法改正の情報入手方法（複数回答）[問４×問 15（ロ）] 

※56-999 人規模の企業で、問 14 で知っていたと回答した 1194 社のみ

      ※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

%1.57798%2.47133%7.57665クーワーロハ1

2 雇用開発協会 230 30.7% 206 46.2% 436 36.5%

%3.415%0.481%4.433体団業企3

%2.11431%0.1194%4.1158関機援支労就4

5 民間コンサルタント 18 2.4% 13 2.9% 31 2.6%

6 社会保険労務士 83 11.1% 39 8.7% 122 10.2%

7 マスコミ（テレビ・新聞・雑誌等） 77 10.3% 79 17.7% 156 13.1%

%4.71802%7.1279%8.41111トッネータンイ8

%9.374%0.29%1.583他のそ9

%3.272%5.211%1.261答回無

748 100.0% 446 100.0% 1194 100.0%

56-300人 301-999人 計

企業数

法改正の情報入手経路

%1.53914%9.93871%2.23142会修研・ーナミセ1

%7.08%7.03%7.05会学見2

3 リーフレット・パンフレット 514 68.7% 335 75.1% 849 71.1%

%4.304%6.361%2.342集例事・ルアュニマ4

%1.51081%5.3106%0.61021スイバドア・談相5

6 テレビ・新聞・雑誌等の報道・記事 84 11.2% 73 16.4% 157 13.1%

7 インターネット情報・メールマガジン 135 18.0% 112 25.1% 247 20.7%

%2.383%8.18%0.403他のそ8

%8.233%7.221%8.212答回無

%0.0014911%0.001644%0.001847数業企

56-300人 301-999人 計法改正の情報入手方法

‒ ��6 ‒
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付属表 1-26 企業規模と法改正の影響（単一回答）[問４×問 16] 

※56-999 人規模の企業で、問 14 で知っていたと回答した 1194 社のみ

      ※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

付属表 1-27 企業規模と東日本大震災の影響（単一回答）[問４×補足設問] 

方針は変わる
方針を変える
必要はない

方針を変える
ことは困難

わからない 無回答

163 218 102 235 30 748

21.8% 29.1% 13.6% 31.4% 4.0% 100.0%

88 221 27 99 11 446

19.7% 49.6% 6.1% 22.2% 2.5% 100.0%

251 439 129 334 41 1194

21.0% 36.8% 10.8% 28.0% 3.4% 100.0%
計

56-300人

301-999人

障害者雇用方針への法改正の影響

計

縮小する 変わらない 拡大する わからない 無回答

121 500 51 172 23 867

14.0% 57.7% 5.9% 19.8% 2.7% 100.0%

41 310 41 63 10 465

8.8% 66.7% 8.8% 13.5% 2.2% 100.0%

162 810 92 235 33 1332

12.2% 60.8% 6.9% 17.6% 2.5% 100.0%
計

当面の事業活動への東日本大震災の影響
計

56-300人

301-999人

‒ ��� ‒
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資料２ 支援機関アンケート調査結果 

付属表 2-1 回答のあった機関の種類（単一回答）[問１（イ）] 

付属表 2-2 併設事業（複数回答）[問１（ロ）] 

※問１（イ）に回答した 1312 機関のみ 

付属表 2-3 設立年（単一回答）[問２] 

機関数 比率

%1.31471ータンセ援支活生・業就者害障

%8.677101所業事施実援支行移労就

地方自治体が設置する障害者就労支援センター等 71 5.4%

%8.305他のそ

%0.131答回無

%0.0015231計

併設事業

%0.618%1.2573%9.819%1.9386しな

障害者就業・生活支援センター ― ― 40 3.9% 5 7.0% 1 2.0%

就労継続支援Ａ型事業 10 5.7% 108 10.6% 1 1.4% 6 12.0%

就労継続支援B型事業 53 30.5% 767 75.4% 11 15.5% 24 48.0%

就労移行支援実施事業 57 32.8% ― ― 14 19.7% 13 26.0%

%0.8592%9.6121%6.53263%3.9215他のそ

%0.00105%0.00117%0.0017101%0.001471数関機

障害者就業・
生活支援セン

ター

就労移行支援
実施事業所

地方自治体が
設置する

障害者就労
支援センター等

その他

機関数 比率

2001年以前 98 7.4%

2002年 34 2.6%

2003年 30 2.3%

2004年 31 2.3%

2005年 21 1.6%

2006年 106 8.0%

2007年 204 15.4%

2008年 211 15.9%

2009年 185 14.0%

2010年 166 12.5%

2011年以降 207 15.6%

無回答 32 2.4%

計 1325 100.0%

‒ ��� ‒
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付属表 2-4 運営主体（単一回答）[問３（イ）] 

付属表 2-5 機関設立以前の障害者雇用・就労支援の有無（単一回答）[問３（ロ）] 

付属表 2-6 職員数及び障害者雇用・就労支援の担当者数[問４] 

付属表 2-7 職員数に対する障害者雇用・就労支援の担当者数の比率[問４] 

※問４で職員数、担当者数ともに回答した 1269 機関のみ 

機関数 比率

%0.07729人法祉福会社

特定非営利活動法人（ＮＰＯ） 219 16.5%

%7.263人法療医

%7.557業企

%5.495他のそ

%7.09答回無

%0.0015231計

機関数 比率

%2.07039りあ

%2.82473しな

%6.112答回無

%0.0015231計

平均 回答機関数 最小値 最大値 標準偏差

2.260871059218.91）む含を勤常非（数員職

うち主に障害者の雇用・就労支援を担当
する職員の数

4.7 1282 0 400 15.4

職員数に対する担当者数の比率　平均 38.5%

‒ ��� ‒
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付属表 2-8 障害者に対する支援への取り組み[問５] 

1 就職相談 530 40.0% 670 50.6% 85 6.4% 22 1.7% 18 1.4% 1325 100.0%

2
職業評価（アセスメン
ト、フィードバック）

304 22.9% 725 54.7% 207 15.6% 66 5.0% 23 1.7% 1325 100.0%

3
パソコンスキルなど
職業的技能向上の
ための指導や訓練

145 10.9% 437 33.0% 399 30.1% 322 24.3% 22 1.7% 1325 100.0%

4
挨拶の仕方など社会
的技能向上のための
指導や訓練

503 38.0% 643 48.5% 128 9.7% 31 2.3% 20 1.5% 1325 100.0%

5
企業からの求人票や
応募方法などの情報
提供

336 25.4% 751 56.7% 180 13.6% 41 3.1% 17 1.3% 1325 100.0%

6
履歴書の書き方や面
接の仕方など求職活
動における指導

347 26.2% 732 55.2% 174 13.1% 57 4.3% 15 1.1% 1325 100.0%

7
職場見学会など障害
者の企業理解を深め
るための支援

209 15.8% 699 52.8% 333 25.1% 67 5.1% 17 1.3% 1325 100.0%

8

採用面接への同席
など障害者と企業と
の情報交換のための
支援

492 37.1% 610 46.0% 144 10.9% 63 4.8% 16 1.2% 1325 100.0%

9
労働条件などに関す
る企業との調整

220 16.6% 632 47.7% 331 25.0% 123 9.3% 19 1.4% 1325 100.0%

10
職場実習の実施に
よる支援

544 41.1% 602 45.4% 116 8.8% 43 3.2% 20 1.5% 1325 100.0%

11 ジョブコーチ支援 249 18.8% 436 32.9% 257 19.4% 360 27.2% 23 1.7% 1325 100.0%

12
就職後の企業訪問
など職場定着のため
の支援

557 42.0% 523 39.5% 134 10.1% 92 6.9% 19 1.4% 1325 100.0%

13
生活面における直接
支援

288 21.7% 708 53.4% 266 20.1% 48 3.6% 15 1.1% 1325 100.0%

14
生活面における家族
との連絡調整

274 20.7% 872 65.8% 149 11.2% 16 1.2% 14 1.1% 1325 100.0%

15
生活面における関係
機関との連絡調整

310 23.4% 836 63.1% 147 11.1% 14 1.1% 18 1.4% 1325 100.0%

16
余暇活動における
支援

139 10.5% 623 47.0% 441 33.3% 106 8.0% 16 1.2% 1325 100.0%

17 その他 32 2.4% 30 2.3% 8 0.6% 11 0.8% 1244 93.9% 1325 100.0%

計無回答
取り組んで
いない

あまり取り組ん
でいない

特に重視して
取り組んでいる

取り組んで
いる

‒ �50 ‒
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付属表 2-9 平成 23 年度の１年間に支援した障害者の障害種類（複数回答）[問６（イ）] 

付属表 2-10 平成 23 年度の１年間に支援した障害者のうち、 

最も多かった障害種類（単一回答）[問６（ロ）] 

付属表 2-11 平成 23 年度の１年間の雇用・就労支援実績[問７] 

機関数 比率

身体障害者手帳 847 63.9%

%9.198121帳手育療

精神障害者保健福祉手帳 993 74.9%

%4.33344しな帳手

%0.262答回無

機関数（100％） 1325 100.0%

機関数 比率

身体障害者手帳 68 5.1%

%9.26438帳手育療

精神障害者保健福祉手帳 340 25.7%

%7.09しな帳手

%6.547答回無

%0.0015231計

平均 回答機関数 最小値 最大値 標準偏差

（イ）求職活動中または在職中の支援対象者数
　　　※（人数）

53.1 1223 0 2365 129.7

4.9）数件べ延（数件職就）ロ（ 1267 0 172 16.1

（ハ）企業訪問によるフォローアップ支援の
　　　対象者数（人数）

19.8 1157 0 675 49.6

（ニ）企業訪問によるフォローアップ支援の
　　　件数（延べ件数）

138.3 1123 0 4711 408.1
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付属表 2-12 重要と感じる障害者の定着理由（複数回答）[問８（イ）] 

付属表 2-13 最も重要と感じる障害者の定着理由（単一回答）[問８（ロ）] 

機関数 比率

%1.07929針方のプット営経の先職就1

%2.695721解理の員業従の場現の先職就2

3 就職先での物理的な環境の整備（建物のバリアフリーなど） 522 39.4%

%9.07049善改の順手業作や容内業作ので先職就4

5 就職先での労働条件の調整や健康管理に対する配慮 840 63.4%

%8.677101置配の者援支内社ので先職就6

%2.36738力能行遂業作の者害障7

%1.784511欲意業作の者害障8

%2.979401度態務勤のどな勤欠や刻遅の者害障9

%1.37969力能ンョシーケニュミコの者害障01

%1.75657係関力協のと族家の者害障と先職就11

12 就職先が外部機関の支援（ジョブコーチ支援など）を活用すること 821 62.0%

%5.42523成形アリャキので先職就31

%6.83115育教員社ので先職就41

%7.22103生厚利福の先職就51

%5.495他のそ61

%0.131答回無

%0.0015231）％001（数関機

機関数 比率

%9.8811針方のプット営経の先職就1

%0.53464解理の員業従の場現の先職就2

3 就職先での物理的な環境の整備（建物のバリアフリーなど） 5 0.4%

%4.181善改の順手業作や容内業作ので先職就4

5 就職先での労働条件の調整や健康管理に対する配慮 23 1.7%

%9.01441置配の者援支内社ので先職就6

%9.283力能行遂業作の者害障7

%9.61422欲意業作の者害障8

%5.406度態務勤のどな勤欠や刻遅の者害障9

%9.325力能ンョシーケニュミコの者害障01

%8.001係関力協のと族家の者害障と先職就11

12 就職先が外部機関の支援（ジョブコーチ支援など）を活用すること 21 1.6%

%2.03成形アリャキので先職就31

%2.02育教員社ので先職就41

%0.00生厚利福の先職就51

%7.122他のそ61

%1.9121答回切適不・答回無

%0.0015231計
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付属表 2-14 企業に対する支援への取り組み[問９] 

1

経営トップ・人事担当
者に対する雇用ノウ
ハウや好事例などの
情報提供

91 6.9% 486 36.7% 410 30.9% 301 22.7% 37 2.8% 1325 100.0%

2

経営トップ・人事担当
者に対する障害者雇
用企業や訓練機関の
見学会の実施

27 2.0% 211 15.9% 494 37.3% 554 41.8% 39 2.9% 1325 100.0%

3
職務切り出しなど
障害者受入準備に
関する相談・支援

122 9.2% 537 40.5% 361 27.2% 258 19.5% 47 3.5% 1325 100.0%

4
バリアフリー化など
職場環境整備に
関する相談・支援

17 1.3% 199 15.0% 565 42.6% 502 37.9% 42 3.2% 1325 100.0%

5

企業の従業員に
対する障害特性の
理解や配慮事項など
の情報提供

329 24.8% 606 45.7% 211 15.9% 148 11.2% 31 2.3% 1325 100.0%

6
企業のニーズに応じ
た障害者への職業指
導・訓練の実施

201 15.2% 632 47.7% 279 21.1% 175 13.2% 38 2.9% 1325 100.0%

7
障害者情報の提供及
び障害者の紹介

264 19.9% 656 49.5% 232 17.5% 137 10.3% 36 2.7% 1325 100.0%

8
各種支援制度の案
内・説明

120 9.1% 647 48.8% 332 25.1% 192 14.5% 34 2.6% 1325 100.0%

9
各種支援制度活用に
向けた手続きの支援

68 5.1% 481 36.3% 432 32.6% 305 23.0% 39 2.9% 1325 100.0%

10
企業と各種支援機関
との連携会議の
企画、実施

127 9.6% 437 33.0% 420 31.7% 299 22.6% 42 3.2% 1325 100.0%

11
就職後の企業訪問
など職場定着のため
の支援

613 46.3% 443 33.4% 122 9.2% 121 9.1% 26 2.0% 1325 100.0%

12
配置転換やキャリア
形成に関する相談や
支援

38 2.9% 351 26.5% 548 41.4% 341 25.7% 47 3.5% 1325 100.0%

13
企業からの相談内容
に応じた支援機関と
の連絡調整

251 18.9% 662 50.0% 211 15.9% 172 13.0% 29 2.2% 1325 100.0%

14
企業と家族との情報
交換を円滑にするた
めの連絡調整

191 14.4% 609 46.0% 296 22.3% 193 14.6% 36 2.7% 1325 100.0%

15 その他 11 0.8% 6 0.5% 9 0.7% 32 2.4% 1267 95.6% 1325 100.0%

計
特に重視して
取り組んでいる

取り組んでいる
あまり取り組ん

でいない
取り組んでい

ない
無回答

‒ �5� ‒
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付属表 2-15 平成 23 年度の１年間の企業に対する支援実績[問 10] 

付属表 2-16 支援企業の規模[問 11] 

付属表 2-17 支援企業の業種[問 12] 

平均 回答機関数 最小値 最大値 標準偏差

支援企業数（社） 17.17 1182 0 909 47.4

割合が多い 割合が少ない
関わることが

ない
無回答 計

689 308 233 95 1325

52.0% 23.2% 17.6% 7.2% 100.0%

340 466 421 98 1325

25.7% 35.2% 31.8% 7.4% 100.0%

201 438 588 98 1325

15.2% 33.1% 44.4% 7.4% 100.0%

134 425 666 100 1325

10.1% 32.1% 50.3% 7.5% 100.0%

124 358 744 99 1325

9.4% 27.0% 56.2% 7.5% 100.0%

151 273 801 100 1325

11.4% 20.6% 60.5% 7.5% 100.0%

183 269 730 143 1325

13.8% 20.3% 55.1% 10.8% 100.0%
特例子会社

１－５５名程度の企業

５６－１００名程度の企業

１０１－２００名程度の企業

２０１－３００名程度の企業

３０１-９９９名程度の企業

１０００名以上の企業

割合が多い 割合が少ない
関わることが

ない
無回答 計

543 412 290 80 1325

41.0% 31.1% 21.9% 6.0% 100.0%

312 503 430 80 1325

23.5% 38.0% 32.5% 6.0% 100.0%

728 281 236 80 1325

54.9% 21.2% 17.8% 6.0% 100.0%

137 71 142 975 1325

10.3% 5.4% 10.7% 73.6% 100.0%

卸売業、小売業

サービス業（※クリーニング
業、清掃業、娯楽業を含む）

その他

製造業

‒ �5� ‒
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付属表 2-18 雇用・就労支援の際に連携する機関（複数回答）[問 13] 

付属表 2-19 法改正の認知（単一回答）[問 14（イ）] 

※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

付属表 2-20 法改正による支援障害者数の変化（単一回答）[問 14（ロ）] 

※問 14（イ）で知っていたと回答した 1139 機関のみ

※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

機関数 比率

%6.494521クーワーロハ1

2 地域障害者職業センター 772 58.3%

3 障害者就業・生活支援センター 984 74.3%

4 就労移行支援実施事業所 415 31.3%

5 就労継続支援事業所 394 29.7%

6 福祉機関（３、４、５以外） 315 23.8%

%2.73394関機健保・療医7

8 特別支援学校、学校、訓練校 605 45.7%

9 地方自治体の福祉関連部署 499 37.7%

%0.8601他のそ01

%1.141答回無

%0.0015231）％001（数関機

機関数 比率

 知っていた 1139 86.0%

 知らなかった 161 12.2%

%9.152答回無

%0.0015231計

機関数 比率

増えた 342 30.0%

変わらない 735 64.5%

%5.06たっ減

%9.465答回無

%0.0019311計

‒ �55 ‒
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付属表 2-21 法改正による企業を訪問する頻度の変化（単一回答）[問 14（ハ）] 

※問 14（イ）で知っていたと回答した 1139 機関のみ

※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

付属表 2-22 企業訪問が増加した理由（複数回答）[問 14（ニ）] 

※問 14（ハ）で増えたと回答した 1139 機関のみ

※法改正とは「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」をさす

付属表 2-23 企業との関係性[問 15] 

機関数 比率

増えた 352 30.9%

変わらない 721 63.3%

%2.02たっ減

%6.546答回無

%0.0019311計

機関数 比率

職場開拓 196 55.7%

職場体験実習 234 66.5%

採用面接同行 196 55.7%

ジョブコーチ支援 129 36.6%

職場定着相談・指導 212 60.2%

退職に関わる相談 37 10.5%

%5.461他のそ

%9.03答回無

機関数（100％） 352 100.0%

機関数 比率

面接、雇用、定着などについて依頼、交渉する相手である 318 24.0%

障害者雇用をともに進めるパートナーである 896 67.6%

%5.374るあで客顧るす供提をスビーサが関機援支

%3.213他のそ

%5.233答回無

%0.0015231計

‒ �56 ‒
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付属表 2-24 企業に対して感じる課題（複数回答）[問 16（イ）] 

付属表 2-25 特に中小企業に対して感じる課題（複数回答）[問 16（ロ）] 

※中小企業とは従業員数がおよそ 300 人以下の企業をさす

機関数 比率

1 経営トップが障害者を雇用する方針を持っていない 765 57.7%

2 現場の従業員が障害者雇用について理解していない 1061 80.1%

3 建物のバリアフリーなど物理的な環境整備を行わない 381 28.8%

4 障害状況に応じた作業内容や作業手順の改善を行わない 625 47.2%

5 労働条件の調整や健康管理に対する配慮を行わない 387 29.2%

%0.25986いなし置配を者援支に内業企6

7 障害者に対して求める作業遂行能力の水準が高すぎる 790 59.6%

8 障害者に対して仕事に対する意欲を求めすぎる 320 24.2%

9 障害者に対して遅刻・欠勤しないことを求めすぎる 137 10.3%

10 障害者に対してコミュニケーション能力を求めすぎる 495 37.4%

%6.32313いなわ行を整調・絡連のと族家の者害障11

12 ジョブコーチなど外部機関の支援を活用しない 403 30.4%

13 障害者社員のキャリア形成の仕組みが十分でない 404 30.5%

%0.04035いなで分十が育教員社のへ者害障41

%5.02272いなで分十が生厚利福の員社者害障51

%8.273他のそ61

%1.445答回無

%0.0015231）％001（数関機

機関数 比率

1 経営トップが障害者を雇用する方針を持っていない 431 32.5%

2 現場の従業員が障害者雇用について理解していない 549 41.4%

3 建物のバリアフリーなど物理的な環境整備を行わない 233 17.6%

4 障害状況に応じた作業内容や作業手順の改善を行わない 241 18.2%

5 労働条件の調整や健康管理に対する配慮を行わない 156 11.8%

%2.82473いなし置配を者援支に内業企6

7 障害者に対して求める作業遂行能力の水準が高すぎる 392 29.6%

8 障害者に対して仕事に対する意欲を求めすぎる 133 10.0%

9 障害者に対して遅刻・欠勤しないことを求めすぎる 59 4.5%

10 障害者に対してコミュニケーション能力を求めすぎる 197 14.9%

%8.7301いなわ行を整調・絡連のと族家の者害障11

12 ジョブコーチなど外部機関の支援を活用しない 159 12.0%

13 障害者社員のキャリア形成の仕組みが十分でない 196 14.8%

%0.81832いなで分十が育教員社のへ者害障41

%1.21061いなで分十が生厚利福の員社者害障51

%5.102他のそ61

%9.11851答回無

%0.0015231）％001（数関機

‒ �5� ‒
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付属表 2-26 障害者に対して感じる課題（複数回答）[問 17（イ）] 

付属表 2-27 障害者に対して特に感じる課題（単一回答）[問 17（ロ）] 

機関数 比率

1 建物のバリアフリーなど物理的な環境整備が必要となる 214 16.2%

2 作業の遂行能力が期待する水準に達しない 919 69.4%

%4.56668るいてし足不が欲意るす対に事仕3

4 遅刻や欠勤などの勤務態度に不安がある 690 52.1%

5 他の従業員とのコミュニケーションに不安がある 1077 81.3%

%4.73694いくにれら得が力協のらか族家6

%8.577他のそ7

%3.203答回無

機関数（ %0.0015231）％001

機関数 比率

1 建物のバリアフリーなど物理的な環境整備が必要となる 10 0.8%

2 作業の遂行能力が期待する水準に達しない 253 19.1%

%2.32703るいてし足不が欲意るす対に事仕3

4 遅刻や欠勤などの勤務態度に不安がある 104 7.8%

5 他の従業員とのコミュニケーションに不安がある 430 32.5%

%8.305いくにれら得が力協のらか族家6

%9.293他のそ7

%0.01231答回無

%0.0015231計

‒ �5� ‒
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付属表 2-28 中小企業にとって有利だと感じる点（複数回答）[問 18] 

※中小企業とは従業員数がおよそ 300 人以下の企業をさす

付属表 2-29 今後取り組みたい課題（単一回答）[問 19] 

1
中小企業の方が採用の
基準が緩やかであり、
障害者が就職しやすい

79 6.0% 417 31.5% 379 28.6% 371 28.0% 79 6.0% 1325 100.0%

2
中小企業の方が障害者が
通勤しやすい場所にある

89 6.7% 383 28.9% 361 27.2% 406 30.6% 86 6.5% 1325 100.0%

3
中小企業の方が障害者が
様々な職務を経験できる

30 2.3% 284 21.4% 491 37.1% 423 31.9% 97 7.3% 1325 100.0%

4
中小企業の方が障害者が
キャリア形成しやすい

22 1.7% 214 16.2% 494 37.3% 485 36.6% 110 8.3% 1325 100.0%

5
中小企業の方が上司や同
僚の面倒見が良い

141 10.6% 418 31.5% 422 31.8% 258 19.5% 86 6.5% 1325 100.0%

6
中小企業の方が地域の
支援ネットワークを利用
しやすい

106 8.0% 463 34.9% 417 31.5% 244 18.4% 95 7.2% 1325 100.0%

7
中小企業の方が賃金を柔
軟に設定できる

21 1.6% 227 17.1% 463 34.9% 515 38.9% 99 7.5% 1325 100.0%

8
中小企業の方が支援機関
が経営トップに直接はたら
きかけやすい

316 23.8% 590 44.5% 258 19.5% 83 6.3% 78 5.9% 1325 100.0%

9 その他 13 1.0% 8 0.6% 3 0.2% 10 0.8% 1291 97.4% 1325 100.0%

計
とても
そう思う

そう思う
やや

そう思う
そう思わ
ない

無回答

機関数 比率

1 関係機関との連携をより強化すること 480 36.2%

2 企業支援ノウハウを充実させること 207 15.6%

%7.698とこすや増を者当担援支3

4 支援担当者の力量を高めること 434 32.8%

%7.122とこるす充拡を等金資5

%8.436他のそ6

%3.203答回無

%0.0015231計

‒ �5� ‒
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付属表 2-30 今後重視したい支援（単一回答）[問 20] 

機関数 比率

%5.72563援支のめたの上向ルキスの者害障1

2 障害者・企業のマッチングのための支援 707 53.4%

3 企業の雇用ノウハウ向上、環境整備のための支援 90 6.8%

4 支援制度や支援機関活用のためのコーディネート 89 6.7%

%5.364他のそ5

%1.282答回無

%0.0015231計

‒ �60 ‒
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企
業

タ
イ
プ
：
　
Ⅱ

　
（
企

業
規

模
：
1
0
1
～

2
0
0
人
、
　
雇

用
経

験
：
な
し
、
　
今

後
の

雇
用

方
針

：
予

定
な
し
）

企
業

タ
イ
プ
：
　
Ⅲ

　
（
企

業
規

模
：
1
0
1
～

2
0
0
人
、
　
雇

用
経

験
：
な
し
、
　
今

後
の

雇
用

方
針

：
雇

用
し
た
い
）

資
料

３
　
企

業
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
結

果
一

覧

産
業
分
類

事
業
内
容

創
業

時
期

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

雇
用

障
害 者

雇
用

開
始

時
期
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な
ど

望
要

る
す

対
に

援
支

針
方

の
後

今
緯

経
の

で
ま

れ
こ

　
　
●
雇
用
し
な
い
（
し
な
か
っ
た
）
理
由
な
ど

　
　
○
雇
用
の
き
っ
か
け
な
ど

Ｄ
新

潟
県

2
0
0
人

サ
ー

ビ
ス

業 ア
ミ

ュ
ー

ズ
メ

ン
ト

事
業

2
0
0
7

年

0
人

*
調

査
票

提
出

時
点

の
状

況

－

●
2
0
0
7
年

に
分

社
化

し
て

障
害

者
０

人
と

な
り

、
雇

用
率

達
成

指
導

を
受

け
た

。
雇

用
し

た
障

害
者

が
短

時
間

勤
務

で
あ

っ
た

た
め

雇
用

率
に

カ
ウ

ン
ト

さ
れ

な
か

っ
た

。
●

法
令

遵
守

の
観

点
か

ら
障

害
者

雇
用

は
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
考

え
求

人
を

出
し

て
い

た
が

、
辞

退
さ

れ
る

な
ど

し
て

雇
用

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
○

調
査

票
提

出
後

、
本

社
か

ら
の

転
籍

に
よ

り
１

人
雇

用
、

今
ま

で
出

席
し

な
か

っ
た

地
区

の
面

接
会

を
契

機
と

し
て

２
人

ト
ラ

イ
ア

ル
雇

用
中

。

○
法

定
雇

用
率

達
成

を
目

指
し

て
雇

用
を

進
め

る
方

針
。

○
障

害
者

雇
用

は
義

務
で

あ
り

、
(
作

業
速

度
が

６
～

７
割

で
あ

っ
て

も
)
健

常
者

と
時

給
の

差
は

つ
け

な
い

が
、

接
客

業
で

あ
る

た
め

身
だ

し
な

み
や

笑
顔

な
ど

の
社

会
性

は
必

須
で

あ
る

。
○

交
通

事
情

か
ら

自
力

で
通

勤
す

る
能

力
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

他
、

店
舗

は
土

日
勤

務
が

あ
る

こ
と

、
本

社
は

バ
リ

ア
フ

リ
ー

が
制

約
と

な
っ

て
い

る
。

○
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

を
活

用
中

。
○

雇
用

１
ヶ

月
後

に
初

回
雇

用
奨

励
金

の
こ

と
を

知
っ

た
た

め
利

用
で

き
な

か
っ

た
。

○
規

模
の

大
き

い
労

働
市

場
圏

の
面

接
会

に
参

加
し

た
こ

と
が

良
か

っ
た

。

Ｅ
千

葉
県

2
9
4
人

教
育

、
学

習
支

援
業

幼
児

、
高

等
、

大
学

教
育

1
9
2
6

年

2
人

(
身

2
)

*
2
人

と
も

中
途

受
障

2
0
0
0

年
以

降

○
以

前
は

雇
用

納
付

金
を

納
め

て
い

た
が

、
中

途
受

障
者

が
出

た
た

め
現

在
は

（
除

外
率

も
あ

る
の

で
）

法
定

雇
用

率
を

達
成

し
て

い
る

。
●

学
生

数
の

減
少

で
経

営
環

境
が

厳
し

く
、

障
害

者
雇

用
に

積
極

的
に

乗
り

出
せ

な
い

。
●

業
種

、
職

場
内

支
援

者
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

な
ど

で
制
約

を
感

じ
る

。

○
当

面
の

雇
用

計
画

は
な

い
。

○
雇

用
す

る
場

合
は

採
用

条
件

を
緩

和
す

る
。

○
清

掃
な

ど
の

業
務

は
全

て
外

注
化

し
て

し
ま

っ
て

い
る

。
○

全
国

的
に

学
生

数
は

減
少

傾
向

で
、

学
校

法
人

の
経

営
環

境
は

厳
し

い
。

障
害

者
雇

用
が

困
難

な
業

種
だ

と
感

じ
る

。

○
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
な

ど
の

支
援

は
あ

り
が

た
い

が
、

そ
も

そ
も

働
く

場
が

あ
る

か
ど

う
か

が
問

題
。

Ｆ
2
0
0
4

年

2
人

(
身

2
)

*
2
人

と
も

中
途

受
障

2
0
0
4

年

○
１

人
は

疾
病

に
よ

る
中

途
受

障
。

○
も

う
１

人
は

健
常

者
と

同
様

の
公

募
で

採
用

し
た

。
障

害
者

雇
用

と
い

う
意

識
は

な
か

っ
た

。
能

力
が

あ
り

満
足

し
て

い
る

。
賃

金
も

健
常

者
と

差
を

つ
け

て
い

な
い

。

○
障

害
の

あ
る

求
職

者
の

情
報

を
見

て
企

業
側

か
ら

積
極

的
に

求
人

に
乗

り
出

せ
る

よ
う

な
仕

組
み

が
欲

し
い

。

雇
用

開
始

時
期

企 業 記 号

所
在
地

規
模

企
業

タ
イ
プ
：
　
Ⅲ

　
（
企

業
規

模
：
1
0
1
～

2
0
0
人
、
　
雇

用
経

験
：
な
し
、
　
今

後
の

雇
用

方
針

：
雇

用
し
た
い
）

企
業

タ
イ
プ
：
　
Ⅳ

　
（
企

業
規

模
：
2
0
1
～

3
0
0
人
、
　
雇
用
経
験
：
あ
り
、
　
今
後
の
雇
用
方
針
：
予
定
な
し
）

産
業
分
類

事
業
内
容

創
業

時
期

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

雇
用

障
害 者

166

○
現

在
は

雇
用

率
を

達
成

し
て

お
り

、
当

面
の

雇
用

計
画

は
な

い
。

○
社

員
の

定
期

採
用

は
し

て
お

ら
ず

欠
員

補
充

な
ど

、
必

要
に

応
じ

て
採

用
を

行
っ

て
い

る
。

○
法

令
遵

守
や

Ｃ
Ｓ

Ｒ
に

つ
い

て
意

識
し

て
お

り
、

法
令

、
会

社
の

状
況

な
ど

総
合

的
に

勘
案

し
て

実
施

し
て

い
る

。

－
－

‒ �6� ‒



Ｇ
青

森
県

2
9
5
人

卸
売

・
小

売
業

食
品

、
花

き
の

卸
売

業

1
9
7
1

年

4
人

(
身

1
 
知

3
)

2
0
0
9

年
頃

○
雇

用
経

路
は

障
害

の
種

類
に

よ
っ

て
違

い
、

身
体

障
害

者
は

一
般

求
人

に
よ

る
募

集
、

知
的

障
害

者
は

特
別

支
援

学
校

の
職

場
実

習
、

重
度

知
的

障
害

者
は

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
の

就
業

体
験

と
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

。
○

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
は

公
的

支
援

の
説

明
だ

け
で

な
く

提
出

書
類

作
成

に
つ

い
て

の
支

援
も

し
て

も
ら

い
、

非
常

に
あ

り
が

た
か

っ
た

。
雇

用
後

も
支

援
の

た
め

頻
繁

に
訪

問
し

て
く

れ
る

。

○
当

面
の

雇
用

計
画

は
な

い
。

安
全

確
保

の
観

点
か

ら
、

今
の

人
数

が
限

度
。

○
雇

用
の

場
合

は
採

用
条

件
を

緩
和

す
る

。
○

雇
用

は
慎

重
に

ス
テ

ッ
プ

を
踏

ん
で

行
う

方
が

良
い

。

○
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
親

身
な

支
援

が
あ

り
が

た
か

っ
た

。
○

職
務

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
が

課
題

。
職

場
に

合
う

人
を

う
ま

く
紹

介
し

て
欲

し
い

。

Ｈ
福

岡
県

2
8
4
人

不
動

産
業

、
物

品
賃

貸
業

施
設

、
設

備
、

サ
ー

ビ
ス

の
管

理
、

提
供

な
ど

1
9
6
7

年

4
人

(
身

3
 
精

1
)

2
0
0
6

年
頃

○
支

援
機

関
か

ら
働

き
か

け
は

あ
る

が
、

連
携

を
取

っ
て

い
る

の
は

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
み

。
○

ト
ラ

イ
ア

ル
雇

用
は

有
効

だ
っ

た
。

Ｉ

千
葉

県

2
7
1
人

*
社

員
数

が
急

激
に

増
加

中

金
融

・
保

険
業

共
済

事
業

2
0
0
8

年

4
人

(
身

4
)

*
調

査
票

提
出

時
点

の
状

況

2
0
0
8

年

○
４

人
は

独
立

前
の

親
会

社
か

ら
の

継
続

雇
用

。
○

以
前

の
職

場
で

７
年

間
障

害
者

雇
用

を
担

当
し

て
い

た
社

員
が

現
在

の
推

進
役

と
な

っ
て

い
る

。
●

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
求

人
を

出
し

た
が

、
マ

ッ
チ

ン
グ

が
困

難
で

あ
っ

た
。

職
務

内
容

や
職

場
環

境
な

ど
か
ら

雇
用

障
害

者
へ

の
要

求
水

準
は

高
い

。
○

調
査

票
提

出
後

新
た

に
雇

用
し

た
１

人
は

、
人

材
派

遣
会

社
の

紹
介

に
よ

る
（

県
と

人
材

派
遣

会
社

が
共

同
で

実
施

し
て

い
る

事
業

の
受

講
者

を
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

を
経

て
採

用
）

。

○
一

旦
雇

用
率

を
達

成
し

た
が

社
員

増
の

た
め

不
足

と
な

っ
た

。
雇

用
率

達
成

を
目

指
し

て
さ

ら
に

雇
用

を
進

め
る

方
針

。
○

独
立

か
ら

ま
だ

数
年

で
、

障
害

者
を

受
け

入
れ

る
企

業
風

土
を

作
っ

て
い

る
最

中
で

あ
る

。
現

場
に

馴
染

み
や

す
い

比
較

的
能

力
の

高
い

身
体

障
害

者
か

ら
雇

用
し

、
頃

合
い

を
見

て
徐

々
に

重
度

身
体

障
害

者
や

知
的

・
精

神
障

害
者

の
雇

用
を

検
討

し
た

い
。

○
担

当
者

の
過

去
の

経
験

か
ら

、
地

域
の

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
用

が
重

要
で

あ
り

、
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
支

援
も

有
効

と
認

識
し

て
い

る
。

今
後

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

作
り

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

Ｊ
愛

知
県

2
9
0
人

サ
ー

ビ
ス

業 倉
庫

サ
ー

ビ
ス

事
業

、
物

流
加

工
サ

ー
ビ

ス
事

業
な

ど

1
9
9
9

年

5
人

(
知

4
 
精

1
)

2
0
0
5

年
頃

○
作

業
が

分
業

化
さ

れ
障

害
者

に
も

で
き

る
単

純
作

業
が

あ
る

の
で

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
や

特
別

支
援

学
校

、
訓

練
校

、
地

域
セ

ン
タ

ー
な

ど
多

く
の

機
関

か
ら
働

き
か

け
が

あ
っ

た
。

○
知

的
障

害
者

は
地

元
の

特
別

支
援

学
校

の
依

頼
で

職
場

実
習

を
き

っ
か

け
に

受
け

入
れ

た
。

精
神

障
害

者
は

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

紹
介

で
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

後
に

採
用

し
た

。
○

雇
用

し
て

み
た

ら
周

囲
の

者
が

自
然

と
面

倒
を

見
る

よ
う

に
な

っ
た

。
対

応
し

き
れ

な
い

と
き

は
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
支

援
を

依
頼

し
て

い
る

。

○
ま

だ
法

定
雇

用
率

を
達

成
し

て
い

な
い

の
で

、
達

成
を

目
指

し
て

雇
用

を
進

め
る

方
針

で
あ

る
。

○
身

体
障

害
者

を
雇

用
し

た
い

が
待

遇
な

ど
の

条
件

で
な

か
な

か
来

て
も

ら
え

な
い

。
○

知
的

障
害

者
の

場
合

は
、

危
険

認
知

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
日

常
生

活
能

力
、

家
族

の
支

援
力

な
ど

が
雇

用
上

の
課

題
だ

と
感

じ
る

。

○
助

成
金

支
給

要
件

な
ど

が
複

雑
で

理
解

が
難

し
か

っ
た

。
担

当
者

が
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
な

ど
か

ら
の

情
を

も
と

に
不

明
点

を
問

い
合

わ
せ

報
る

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
る
な

ど
し

て
勉

強
し

た
。

○
定

着
は

調
整

役
の

社
員

の
存

在
が

大
き

い
。

雇
用

後
１

年
ほ

ど
た

つ
と

外
部

機
関

の
支

援
は

な
か

な
か

期
待

で
き

な
い

。

企
業

タ
イ
プ
：
　
Ⅴ

　
（
企

業
規

模
：
2
0
1
～

3
0
0
人
、
　
雇

用
経

験
：
あ
り
、
　
今

後
の

雇
用

方
針

：
雇

用
し
た
い
）
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○
中

途
受

障
者

が
１

人
、

５
〜

６
年

前
に

正
社

員
と

し
て

採
用

し
た

身
体

障
害

者
が

１
人

い
た

が
、

雇
用

率
未

達
成

だ
っ

た
の

で
人

事
担

当
が

経
営

ト
ッ

プ
や

現
場

に
説

明
し

了
承

を
得

て
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
に

求
人

を
出

し
た

。
○

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

紹
介

で
採

用
し

た
３

人
は

全
員

１
年

以
内

に
退

職
し

て
し

ま
っ

た
が

、
そ

の
後

う
つ

病
社

員
と

相
談

の
上

雇
用

率
に

算
定

開
始

、
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

に
よ

る
採

用
で

障
害

者
が

計
４

人
と

な
っ

て
い

る
。

○
ま
だ
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
な
い
の
で
、

達
成

を
目

指
し

て
雇

用
を

進
め

る
方

針
。

○
障

害
者

に
可

能
な

仕
事

を
見

つ
け

る
こ

と
が

課
題

だ
が

、
清

掃
な

ど
の

作
業

は
外

注
化

が
進

ん
で

お
り

、
難

し
い

と
感

じ
る

。
○

助
成

金
な

ど
の

経
済

的
支

援
は

重
視

し
て

い
な

い
。

本
人

の
意

欲
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
が

重
要

と
考

え
る

。

‒ �6� ‒



な
ど

望
要

る
す

対
に

援
支

針
方

の
後

今
緯

経
の

で
ま

れ
こ

　
　
●
雇
用
し
な
い
（
し
な
か
っ
た
）
理
由
な
ど

　
　
○
雇
用
の
き
っ
か
け
な
ど

Ｋ

神
奈

川
県

2
7
6
人

サ
ー

ビ
ス

業 ア
ミ

ュ
ー

ズ
メ

ン
ト

事
業

1
9
9
6

年

4
人

(
精

4
)

*
調

査
票

提
出

時
点

の
状

況

2
0
0
8

年
頃

Ｌ
千

葉
県

2
0
1
人

医
療

、
福

祉 老
人

保
健

施
設

、
児

童
養

護
施

設
な

ど
の

運
営

な
ど

1
9
2
6

年

4
人

(
身

3
 
知

1
)

2
0
0
0

年
以

降

○
法

人
の

直
接

雇
用

４
人

は
縁

故
に

よ
る

と
聞

い
て

い
る

。
○

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

を
実

施
し

施
設

利
用

者
と

は
別

に
重

度
知

的
障

害
者

1
2
人

を
受

け
入

れ
て

い
る

。
障

害
者

自
立

支
援

法
を

契
機

に
福

祉
作

業
所

が
な

く
な

っ
た

の
で

、
そ

の
代

わ
り

に
な

れ
ば

と
決

意
し

て
始

め
た

。
本

来
当

施
設

は
障

害
者

を
社

会
に

送
り

出
す

側
で

あ
る

た
め

、
自

然
と

そ
う

い
う

考
え

方
に

な
っ

た
。

○
当

面
の

雇
用

計
画

は
な

い
が

、
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
は

今
後

も
進

め
て

い
く

方
針

。
○

（
Ｂ

型
利

用
の

重
度

知
的

障
害

者
1
2
人

に
つ

い
て

）
雇

用
が

困
難

な
重

度
障

害
者

の
受

け
皿

が
な

い
こ

と
を

危
惧

し
て

い
る

。
国

は
就

労
支

援
に

つ
い

て
制

度
や

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
勢

を
改

善
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

○
雇

用
に

関
し

て
公

的
支

援
の

活
用

は
し

て
お

ら
ず

内
容

も
支

援
を

受
け

る
方

法
も

知
ら

な
い

。
○

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

や
地

域
の

支
援

セ
ン

タ
ー

と
は

会
議

で
会

う
程

度
で

直
接

の
連

携
は

な
い

。

Ｍ
鳥

取
県

2
2
2
人

製
造

業

銘
柄

鶏
の

飼
育

、
加

工
、

販
売

1
9
5
5

年

6
人

(
身

2
 
知

3
 
精

1
)

2
0
0
6

年
頃

○
５

年
前

に
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

働
き

か
け

で
障

害
者

雇
用

を
開

始
。

初
め

は
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
が

付
い

て
一

緒
に

作
業

を
し

な
が

ら
仕

事
を

覚
え

て
い

っ
た

。
現

在
も

３
人

の
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
が

交
代

で
支

援
し

て
く

れ
て

い
る

。
○

切
り

出
し

た
職

務
に

合
わ

せ
て

徐
々

に
増

員
し

た
。

職
務

の
切

り
分

け
に

よ
り

本
社

従
業

員
が

コ
ア

業
務

に
専

念
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

○
今

年
度

中
に

1
0
人

を
雇

用
し

特
例

子
会

社
と

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

し
か

し
年

限
内

に
1
0

人
雇

用
で

き
る

か
な

ど
条

件
が

き
つ

く
中

小
企

業
に

は
難

し
い

。
○

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
支

援
セ

ン
タ

ー
、

特
別

支
援

学
校

、
地

域
セ

ン
タ

ー
と

連
携

を
取

っ
て

い
る

が
、

窓
口

を
支

援
セ

ン
タ

ー
に

一
本

化
し

て
混

乱
を

防
い

で
い

る
。

○
助

成
金

運
用

の
際

融
通

を
利

か
せ

て
欲

し
い

。
○

地
域

に
、

制
度

活
用

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
し

て
く

れ
る

支
援

者
が

欲
し

い
。

○
支

援
機

関
に

は
、

特
に

社
会

性
の

育
成

を
要

望
す

る
。

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

雇
用

障
害 者

雇
用

開
始

時
期

企
業

タ
イ
プ
：
　
Ⅴ

　
（
企

業
規

模
：
2
0
1
～

3
0
0
人
、
　
雇

用
経

験
：
あ
り
、
　
今

後
の

雇
用

方
針

：
雇

用
し
た
い
）

企 業 記 号

所
在
地

規
模

産
業
分
類

事
業
内
容

創
業

時
期

168

●
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
か

ら
雇

用
率

達
成

指
導

を
受

け
た

が
、

接
客

業
で

あ
る

こ
と

か
ら

障
害

者
雇

用
に

は
ち

ゅ
う

ち
ょ

が
あ

っ
た

。
○

人
事

担
当

者
に

障
害

者
雇

用
の

知
識

・
経

験
が

あ
っ
た
た
め
、
経
営
ト
ッ
プ
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
理
解

が
得

ら
れ

、
徐

々
に

幹
部

社
員

の
関

心
も

高
ま

っ
た

。
○

採
用

に
あ

た
っ

て
社

員
が

付
き

添
う

余
裕

は
な

い
の

で
、

ト
ラ

イ
ア

ル
雇

用
と

地
域

セ
ン

タ
ー

の
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
支

援
を

条
件

と
し

た
。

○
現

場
の

同
僚

に
は

知
識

が
な

く
抵

抗
感

を
持

つ
人

も
い

た
が

、
会

社
の

方
針

と
し

て
受

け
入

れ
実

際
に

接
す

る
中

で
気

持
ち

が
変

わ
っ

て
い

っ
た

。

○
調

査
票

提
出

後
に

さ
ら

に
精

神
障

害
者

２
人

を
増

員
し

、
雇

用
率

を
達

成
し

た
。

○
障

害
者

を
受

け
入

れ
る

こ
と

で
社

内
の

雰
囲

気
が

優
し

く
な

る
な

ど
の

効
果

が
あ

る
。

○
社

会
貢

献
は

社
是

で
あ

る
。

助
成

金
を

受
給

す
る

つ
も

り
は

な
く

、
で

き
る

範
囲

で
身

の
丈

に
合

っ
た

形
で

雇
用

し
て

い
き

た
い

。
○

雇
用

促
進

に
は

経
営

ト
ッ

プ
の

理
解

、
外

部
機

関
の

支
援

活
用

が
重

要
だ

と
思

う
。

○
地

域
差

は
あ

る
が

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

紹
介

シ
ス

テ
ム

は
活

用
で

き
る

。
○

地
域

セ
ン

タ
ー

か
ら

は
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
な

ど
で

直
接

支
援

を
受

け
助

か
っ

た
。

‒ �6� ‒



Ｎ
東

京
都

1
8
0
人

サ
ー

ビ
ス

業 情
報
シ

ス
テ

ム
の

開
発

な
ど

2
0
0
4

年
2
人

(
身

2
)

2
0
0
4

年
頃

○
グ

ル
ー

プ
企

業
全

体
が

法
定

雇
用

率
以

上
の

雇
用

を
目

指
す

方
針

な
の

で
、

創
業

と
同

時
に

積
極

的
に

採
用

活
動

に
乗

り
出

し
た

。
●

今
ま

で
雇

用
し

た
障

害
者

は
、

症
状

悪
化

な
ど

に
よ

り
３

～
５

年
で

退
職

が
相

次
い

だ
。

調
査

票
提

出
後

も
１

人
退

職
し

、
現

在
雇

用
は

１
人

の
み

で
あ

る
。

●
現

在
も

求
人

を
出

し
て

い
る

が
、

職
務

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

、
手

話
支

援
な

ど
に

制
約

が
あ

り
採

用
に

至
ら

な
い

。

○
法

定
雇

用
率

以
上

に
雇

用
を

進
め

る
方

針
。

○
主

要
な

業
務

は
シ

ス
テ

ム
開

発
だ

が
、

健
常

者
に

と
っ

て
も

負
担

の
大

き
い

仕
事

（
休

日
出

勤
、

残
業

な
ど

）
で

あ
り

障
害

者
に

は
尚

更
だ

ろ
う

と
感

じ
る

。
事

務
な

ど
平

易
な

職
務

の
切

り
出

し
が

早
急

な
課

題
だ

が
、

せ
っ

か
く

切
り

出
し

て
も

現
職

の
高

齢
社

員
な

ど
で

埋
ま

っ
て

し
ま

う
。

○
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
し

て
の

教
育

を
受

け
た

障
害

者
が

い
れ

ば
助

か
る

。
○

定
着

の
た

め
の

支
援

を
強

化
し

て
欲

し
い

。
手

話
支

援
、

障
害

者
の

社
外

相
談

役
な

ど
の

仕
組

み
が

あ
れ

ば
利

用
し

た
い

。

Ｏ
東

京
都

1
7
4
人

卸
売

・
小

売
業

衣
料

品
な

ど
の

卸
売

業

1
9
9
9

年
2
人

(
身

2
)

2
0
1
0

年

○
経

営
ト

ッ
プ

、
親

会
社

の
方

針
・

指
示

が
あ

っ
て

雇
用

し
た

。
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
か

ら
雇

用
率

達
成

指
導

も
受

け
た

。
○

人
材

派
遣

会
社

を
利

用
し

て
雇

用
し

た
。

能
力

重
視

の
企

業
風

土
な

の
で

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

は
あ

ま
り

当
て

に
し

て
い

な
か

っ
た

。
○

採
用

し
た

２
人

は
能

力
が

あ
り

、
制

約
は

感
じ

て
い

な
い

。
現

在
の

事
務

業
務

か
ら

営
業

業
務

へ
の

異
動

も
検

討
し

て
い

る
。

○
法

定
雇

用
率

達
成

を
目

指
し

て
雇

用
を

進
め

る
方

針
。

○
紹

介
料

を
支

払
っ

て
で

も
優

秀
な

人
材

を
獲

得
し

た
い

。
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
な

ど
の

支
援

を
受

け
ず

自
力

で
就

職
で

き
る

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
あ

る
人

が
希

望
。

○
調

査
票

に
「

採
用

基
準

を
緩

和
す

る
」

と
回

答
し

た
の

は
「

最
初

は
管

理
部

門
で

様
子

を
見

る
」

と
い

う
意

味
で

あ
る

。

○
雇

用
し

た
２

人
は

ト
ラ

イ
ア

ル
雇

用
や

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

な
ど

の
支

援
を

利
用

し
て

い
な

い
。

○
中

小
企

業
で

は
経

営
ト

ッ
プ

の
意

向
が

雇
用

に
大

き
く

影
響

す
る

。
経

営
ト

ッ
プ

に
対

し
「

企
業

イ
メ

ー
ジ

が
上

が
る

」
「

儲
か

る
」

な
ど

の
宣

伝
活

動
が

有
効

で
は

な
い

か
。

Ｐ

東
京

都
埼

玉
県

他
計

４
カ

所

3
0
6
人

製
造

業

自
動

車
内

外
装

部
品

な
ど

製
造

1
9
4
4

年

4
人

(
身

2
 
知

2
)

数
十

年
前

○
詳

細
な

経
緯

は
不

明
だ

が
先

代
社

長
の

頃
か

ら
雇

用
し

て
お

り
、

お
そ

ら
く

人
手

不
足

解
消

の
た

め
の

雇
用

が
き

っ
か

け
と

思
わ

れ
る

。
定

年
ま

で
働

き
続

け
た

障
害

を
持

つ
従

業
員

も
い

る
。

○
こ

こ
１

年
で

知
的

障
害

者
２

人
を

雇
用

し
た

。
さ

ら
に

特
別

支
援

学
校

の
職

場
実

習
が

き
っ

か
け

で
来

年
知

的
障

害
者

１
人

を
採

用
予

定
。

○
身

体
障

害
者

の
雇

用
で

は
特

に
困

難
を

感
じ

な
か

っ
た

が
、

知
的

障
害

者
の

雇
用

に
あ

た
っ

て
は

仕
事

が
で

き
る

の
か

現
場

の
負

担
が

増
え

な
い

か
不

安
が

大
き

か
っ

た
。

実
習

を
３

回
行

っ
て

理
解

が
深

ま
っ

た
。

○
中

小
企

業
団

体
中

央
会

で
の

活
動

を
通

し
て

、
今

ま
で

障
害

者
雇

用
の

な
か

っ
た

工
場

で
も

雇
用

を
始

め
よ

う
と

考
え

た
。

○
企

業
の

抱
え

る
悩

み
は

同
じ

で
あ

り
、

企
業

同
士

横
の

つ
な

が
り

が
重

要
。

○
経

営
者

は
法

制
度

に
つ

い
て

よ
く

知
ら

な
い

。
制

度
の

活
用

法
な

ど
の

Ｐ
Ｒ

や
障

害
者

能
力

開
発

施
設
見

学
な

ど
を

行
政

が
発

信
す

べ
き

。
○

学
生

以
外

で
も

職
場

実
習

が
で

き
る

と
良

い
。

企
業
タ
イ
プ
：
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
製
造
業
の
企
業

企
業

タ
イ
プ
：
　
Ⅵ

　
（
企

業
規

模
：
1
0
1
～

2
0
0
人
、
　
雇

用
経

験
：
あ
り
、
　
今

後
の

雇
用

方
針

：
雇

用
し
た
い
）

169
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な
ど

望
要

る
す

対
に

援
支

針
方

の
後

今
緯

経
の

で
ま

れ
こ

　
　
●
雇
用
し
な
い
（
し
な
か
っ
た
）
理
由
な
ど

　
　
○
雇
用
の
き
っ
か
け
な
ど

Ｑ
千

葉
県

3
0
人

製
造

業

建
設

機
械

製
造

1
9
4
5

年
3
人

(
知

3
)

1
9
7
0

年
頃

○
高

度
経

済
成

長
時

代
、

労
働

力
確

保
の

た
め

に
聾

学
校

を
通

し
て

聴
覚

障
害

者
を

雇
用

し
た

が
、

長
続

き
し

な
か

っ
た

。
○

そ
の

後
、

地
元

の
中

学
校

か
ら

の
依

頼
で

実
施

し
た

職
場

実
習

が
き

っ
か

け
で

知
的

障
害

者
の

雇
用

を
開

始
。

現
在

の
知

的
障

害
者

３
人

に
至

る
。

○
知

的
障

害
者

の
雇

用
・

定
着

に
は

企
業

だ
け

で
な

く
家

族
の

役
割

が
重

要
。

「
障

害
者

雇
用

」
で

は
な

く
「

生
涯

雇
用

」
と

し
て

、
定

年
後

の
こ

と
も

視
野

に
入

れ
て

指
導

し
て

い
る

。
○

社
員

が
優

し
く

な
っ

た
、

誰
で

も
間

違
え

な
い

手
順

を
工

夫
で

き
た

こ
と

な
ど

が
障

害
者

雇
用

の
効

果
。

経
済
的

な
損

得
だ

け
を

考
え

る
な

ら
雇

用
は

難
し

い
。

○
専

門
の

社
員

が
い

て
雇

用
関

係
の

手
続

き
を

行
っ

て
い

る
。

○
大

企
業

は
お

金
を

出
せ

ば
済

む
が

、
中

小
企

業
は

ハ
ー

ト
で

勝
負

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

経
営

者
は

地
域

の
企

業
団

体
な

ど
の

役
員

を
務

め
、

障
害

者
の

社
会

自
立

、
中

小
企

業
の

育
成

の
た

め
に

情
報

を
発

信
し

て
い

る
。

○
雇

用
以

外
に

も
地

域
社

会
へ

の
貢

献
と

し
て

、
工

場
を

ギ
ャ

ラ
リ

ー
に

「
障

害
者

美
術

展
」

を
定

期
開

催
し

て
い

る
。

○
助

成
金

は
受

給
し

た
が

、
作

業
指

導
は

企
業

で
す

べ
き

こ
と

で
あ

り
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
な

ど
の

人
的

サ
ポ

ー
ト

は
不

要
。

○
行

政
は

日
本

の
国

を
良

く
す

る
た

め
の

方
法

を
考

え
る

の
が

仕
事

。
○

企
業

が
行

政
側

の
話

を
正

し
く

聞
け

る
が

ど
う

か
が

企
業

の
発

展
に

影
響

を
与

え
る

。

Ｒ

神
奈

川
県

8
2
人

製
造

業

食
品

製
造

1
9
7
0

年

1
2
人

(
知

1
2
)

1
9
7
8

年
頃

○
知

人
か

ら
の

依
頼

で
知

的
障

害
の

あ
る

娘
さ

ん
を

雇
用

し
た

の
が

き
っ

か
け

。
そ

の
後

、
近

隣
の

学
校

か
ら

頼
ま

れ
て

生
徒

の
職

場
実

習
を

受
け

入
れ

る
よ

う
に

な
り

、
次

第
に

増
え

て
い

っ
た

。
○

現
在

の
採

用
経

路
は

学
校

や
施

設
な

ど
。

学
校

な
ら

年
２

回
ず

つ
２

年
間

、
施

設
の

場
合

も
複

数
回

職
場

実
習

を
や

っ
て

採
否

を
決

め
る

。
○

指
導

に
は

時
間

が
か

か
り

作
業

面
で

も
３

年
は

赤
字

だ
が

、
ひ

と
つ

ひ
と

つ
教

え
て

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
時

の
喜

び
が

大
き

い
の

で
続

け
ら

れ
る

。

○
現

在
知

的
障

害
者

を
1
2
人

雇
用

し
て

い
る

が
、

2
0
人

く
ら

い
ま

で
受

け
入

れ
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
検

討
中

。
○

障
害

者
が

い
る

こ
と

で
職

場
が

和
や

か
に

な
る

な
ど

の
他

、
事

業
戦

略
と

し
て

の
効

果
も

大
き

い
。

と
こ

と
ん

取
り

組
む

こ
と

で
企

業
の

存
在

を
社

会
に

広
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

を
利

用
し

た
こ

と
は

あ
る

が
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
支

援
の

利
用

は
な

し
。

助
成

金
制

度
は

複
雑

で
理

解
が

難
し

い
。

○
助

成
金

が
ス

タ
ー

ト
で

は
う

ま
く

い
か

な
い

。
理

念
が

先
で

は
な

く
実

際
の

取
り

組
み

が
先

。
○

会
社

と
関

係
機

関
が

一
堂

に
集

ま
っ

て
情

報
交

換
で

き
る

場
が

欲
し

い
。

地
域

ご
と

に
労

働
･
福

祉
両

分
野

を
含

め
て

情
報

交
換

･
調

整
す

る
仕

組
み

が
あ

る
と

良
い

。

企
業
タ
イ
プ
：
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
製
造
業
の
企
業

企 業 記 号

所
在
地

規
模

産
業
分
類

事
業
内
容

創
業

時
期

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

雇
用

障
害 者

雇
用

開
始

時
期

170
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Ｓ
埼

玉
県

2
1
0
人

運
輸

業

教
材

の
発

送
、

物
流

加
工

業
務

全
般

1
9
9
9

年

4
人

(
身

1
 
知

3
)

2
0
0
2

年
頃

？

○
教

育
文

化
に

関
わ

る
事

業
所

で
あ

る
こ

と
か

ら
障

害
者

雇
用

の
必

要
性

を
感

じ
、

地
域

の
作

業
所

か
ら

知
的

障
害

者
を

雇
用

し
た

。
相

性
も

あ
る

の
で

、
最

初
に

良
い

障
害

者
と

出
会

え
た

こ
と

が
良

か
っ

た
。

○
そ

の
後

、
企

業
内

に
作

業
所

を
設

立
し

、
Ｂ

型
事

業
所

お
よ

び
就

労
移

行
支

援
事

業
所

の
認

可
を

受
け

た
。

○
作

業
所

や
特

別
支

援
学

校
の

実
習

を
活

用
し

て
採

用
を

検
討

す
る

。
作

業
所

の
利

用
者

の
場

合
は

、
随

時
行

う
指

導
員

と
の

情
報

交
換

が
効

果
的

。
本

人
の

障
害

程
度

よ
り

家
族

の
理

解
･
協

力
が

得
ら

れ
る

か
が

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
場

合
も

多
い

。

○
経

営
ト

ッ
プ

の
姿

勢
が

障
害

者
雇

用
が

進
む

か
ど

う
か

の
決

め
手

と
な

る
。

○
多

く
の

企
業

は
納

付
金

対
象

範
囲

の
拡

大
を

気
に

し
て

い
る

が
動

き
は

鈍
い

。
零

細
企

業
も

含
め

て
障

害
者

雇
用

を
気

に
し

て
い

る
企

業
に

は
、

良
い

こ
と

だ
し

助
成

金
も

受
け

ら
れ

る
か

ら
と

勧
め

て
い

る
。

○
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
は

障
害

者
側

の
立

場
で

福
祉

を
強

調
す

る
こ

と
が

多
い

の
で

、
役

に
立

つ
の

か
ど

う
か

疑
問

。
そ

れ
よ

り
企

業
の

従
業

員
の

意
識

を
高

め
る

た
め

の
研

修
費

用
を

国
が

保
障

し
て

は
ど

う
か

。
○

実
習

な
ど

関
わ

り
の

き
っ

か
け

作
り

は
行

政
指

導
が

効
果

的
。

た
だ

し
指

導
だ

け
で

な
く

企
業

の
状

況
を

も
っ

と
掌

握
し

情
報

提
供

す
る

こ
と

が
必

要
。

さ
ら

に
税

制
上

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

す
れ

ば
雇

用
は

増
え

る
。

Ｔ
静

岡
県

6
2
人

農
業

水
耕

野
菜

な
ど

の
生

産
・

販
売

1
9
7
3

年

1
6
人

(
身

3
 
知

7
 
精

6
)

1
9
9
6

年

○
障

害
者

雇
用

の
理

念
を

提
示

し
毎

年
１

人
雇

用
な

ど
の

方
針

を
指

示
す

る
の

は
経

営
者

の
役

割
。

経
営

者
は

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

幹
部

で
も

あ
る

。
○

企
業

内
の

専
門

部
署

、
地

域
の

就
労

支
援

機
関

、
社

労
士

、
労

働
基

準
監

督
署

、
支

援
機

器
の

開
発

に
関

わ
る

業
者

や
病

院
な

ど
ス

タ
ッ

フ
な
ど

が
連

携
し

て
対

応
し

て
い

る
。

○
支

援
機

関
の

情
報

が
き

っ
か

け
で

助
成

金
を

受
給

し
、

作
業

支
援

機
器

開
発

な
ど

に
活

用
。

○
採

用
条

件
と

し
て

出
身

の
支

援
機

関
に

登
録

を
残

し
、

企
業

･
支

援
機

関
の

二
重

相
談

体
制

を
取

っ
て

い
る

。
○

監
督

署
が

認
め

な
い

賃
金

水
準

の
障

害
者

は
雇

用
し

な
い

方
針

だ
が

、
行

政
が

賃
金

補
助

の
支

援
を

し
て

く
れ

れ
ば

働
け

る
障

害
者

の
範

囲
は

広
が

る
。

※
企
業
デ
ー
タ
は
調
査
票
提
出
時
点
の
も
の
で
あ
る

企
業
タ
イ
プ
：
比
較
的
新
し
く
雇
用
を
始
め
た
製
造
業
以
外
の
企
業

171

○
農

業
で

障
害

者
雇

用
は

難
し

い
と

考
え

て
い

た
が

、
特

別
支

援
学

校
生

徒
の

体
験

実
習

を
受

け
入

れ
た

際
、

教
諭

の
提

案
で

作
業

が
効

率
化

し
た

こ
と

と
職

場
の

雰
囲

気
が

明
る

く
な

っ
た

こ
と

か
ら

雇
用

開
始

。
そ

の
後

地
域

の
支

援
機

関
と

連
携

し
毎

年
１

人
ず

つ
雇

用
し

て
い

る
。

○
障
害
者
が
で
き
る
仕
事
を
探
す
た
め
の
専
門
部
署

を
設
置
し
、
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
作
業
体
験
･

訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
で
障
害
の

あ
る
従
業
員
の
可
能
性
が
広
が
っ
た
だ
け
で
な
く
企

業
の
生
産
性
が
向
上
、
事
業
規
模
拡
大
に
つ
な
が
っ

た
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、
農
家
と
雇

用
率
を
高
め
た
い
企
業
と
の
橋
渡
し
・
調
整
を
実
施

し
て
い
る
。

‒ �6� ‒



Ａ
電 話

北
海

道
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

3
0

0

●
利

用
者

は
重

度
の

知
的

障
害

者
が

主
で

あ
る

。
地

域
の

求
人

倍
率

は
0
.
2
と

厳
し

く
、

ま
だ

就
職

者
は

出
て

い
な

い
。

●
実

習
を

受
け

入
れ

て
く

れ
る

企
業

は
あ

る
が

、
設

定
さ

れ
る

作
業

に
内

容
・

速
度

と
も

合
わ

な
い

。
企

業
側

で
専

門
家

を
置

く
な

ど
し

て
職

務
を

工
夫

し
な

い
と

ミ
ス

マ
ッ

チ
。

○
今

後
は

就
労

移
行

支
援

か
ら

の
撤

退
を

考
え

て
い

る
。

○
養

護
学

校
卒

業
者

の
行

き
場

が
な

く
、

入
所

施
設

を
必

死
に

探
す

実
態

が
あ

る
。

就
労

以
前

に
生

き
る

か
死

ぬ
か

に
係

わ
る

支
援

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

○
国

の
支

援
が

な
け

れ
ば

中
小

企
業

も
障

害
者

雇
用

が
で

き
る

状
況

に
な

い
。

○
重

度
障

害
者

へ
の

支
援

に
も

っ
と

視
点

を
あ

て
て

欲
し

い
。

Ｂ
電 話

和
歌

山
県

就
労

移
行

支
援

事
業

所
N
P
O

2
0

0

●
地

域
で

の
求

人
が

少
な

い
。

ま
た

、
支

援
機

関
同

士
の

情
報

交
換

や
連

携
が

不
充

分
だ

と
感

じ
て

い
る

。
○

併
設

し
て

い
る

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

事
業

で
は

利
用

者
に

1
0
万

円
以

上
の

賃
金

を
払

っ
て

い
る

。
一

般
企

業
へ

の
就

職
だ

け
が

良
い

生
活

に
つ

な
が

る
道

で
は

な
い

。
○

就
労

移
行

支
援

は
開

設
し

て
２

年
目

。
今

は
土

台
を

作
る

時
期

と
考

え
て

い
る

。

○
地

方
で

は
支

援
制

度
の

情
報

が
中

小
企

業
に

届
い

て
い

な
い

と
感

じ
る

。
助

成
金

や
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
支

援
な

ど
諸

制
度

の
存

在
が

企
業

に
周

知
徹

底
さ

れ
れ

ば
、

も
っ

と
雇

用
が

拡
が

る
と

思
う

。
○

地
域

に
大

企
業

は
存

在
せ

ず
ほ

と
ん

ど
が

中
小

企
業

か
家

族
的

な
企

業
だ

が
、

熱
い

気
持

ち
を

も
っ

た
人

が
多

い
。

Ｃ
電 話

宮
城

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

医
療

法
人

7
0

0

●
地

域
の

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
十

分
に

整
っ

て
い

な
い

。
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

の
所

在
が

わ
か

ら
な

い
。

定
期

的
な

集
ま

り
を

持
つ

に
は

距
離

が
遠

い
の

も
課

題
。

○
利

用
者

は
精

神
障

害
者

。
一

般
雇

用
、

障
害

者
雇

用
、

Ａ
型

事
業

所
の

ど
れ

を
選

ぶ
の

か
相

談
し

て
い

る
段

階
。

ま
だ

面
接

同
行

な
ど

の
経

験
は

な
い

。
○

開
設

か
ら

２
年

目
な

の
で

、
今

後
具

体
的

な
就

労
支

援
の

取
組

み
を

展
開

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

○
事

業
所

情
報

の
ど

こ
に

注
目

す
べ

き
か

、
ど

こ
の

事
業

所
で

実
習

を
さ

せ
て

く
れ

る
の

か
、

効
果

的
な

支
援

方
法

な
ど

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

教
え

て
欲

し
い

。

Ｄ
電 話

沖
縄

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

6
1

7

●
就

労
移

行
支

援
事

業
の

２
年

間
と

い
う

年
限

は
、

企
業

の
多

い
都

会
で

は
可

能
か

も
し

れ
な

い
が

地
方

で
は

難
し

い
。

ほ
と

ん
ど

の
利

用
者

が
延

長
し

て
い

る
状

況
。

○
利

用
者

の
多

く
は

企
業

就
職

で
は

な
く

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

事
業

所
へ

の
移

行
を

望
ん

で
い

る
。

企
業

は
理

解
が

不
充

分
で

叱
ら

れ
る

こ
と

も
あ

る
が

、
Ａ

型
事

業
所

は
障

害
へ

の
理

解
が

あ
り

同
じ

障
害

の
仲

間
も

い
て

安
心

で
き

る
環

境
で

あ
る

。
○

支
援

機
関

同
士

の
連

携
は

企
業

の
取

り
合

い
に

な
ら

な
い

か
と

心
配

し
た

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

作
り

を
す

る
中

で
連

携
が

重
要

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
て

き
た

。

○
就

労
移

行
支

援
事

業
は

年
限

を
決

め
な

い
で

欲
し

い
。

就
労

移
行

支
援

事
業

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
欲

し
い

。
Ａ

型
事

業
所

を
充

実
さ

せ
て

欲
し

い
。

○
地

域
の

企
業

は
ほ

と
ん

ど
が

5
0
人

以
下

の
小

規
模

企
業

で
あ

り
、

職
場

実
習

は
で

き
て

も
新

た
な

雇
用

は
難

し
い

。
田

舎
で

の
成

功
事

例
が

知
り

た
い

。
ま

た
、

取
っ

か
か

り
を

ど
う

す
れ

ば
良

い
の

か
を

知
り

た
い

。
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資
料

４
　
支

援
機

関
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
結

果
一

覧

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅰ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
０
社

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅱ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
少

な
い
（
平

均
1
7
.2
社

以
下

）
　
＋

　
支

援
企

業
の

規
模

：
小

規
模

企
業

（
1
～

5
5
人

）
の

み
に
支
援

機 関 記 号

所
在
地

機
関
種
類

運
営

主
体

担
当

者
数

年
間

就
職

件
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用

・
就
労
支
援
の

　
　
　
　
　
○
実
施
状
況
、
今
後
の
方
針
な
ど

　
　
　
　
　
●
支
援
が
少
な
い
理
由
、
感

じ
る
課
題
な
ど

年
間

支
援

企
業 数

雇
用
・
就
労
支
援
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
障
害
者
雇
用
促
進

に
つ
い
て
の
意
見

方 法

‒ �6� ‒



Ｅ
電 話

長
崎

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

3
0

3

●
利

用
者

は
知

的
障

害
者

。
軽

度
の

人
も

い
る

が
本

人
も

保
護

者
も

一
般

企
業

へ
の

就
職

を
望

ん
で

い
な

い
。

「
会

社
で

迷
惑

を
か

け
た

く
な

い
」

と
考

え
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
障

害
年

金
を

受
給

し
て

お
り

経
済

的
に

働
く

必
要

が
な

い
と

い
う

こ
と

も
あ

る
よ

う
だ

。
●

他
の

支
援

機
関

と
の

連
携

は
ほ

と
ん

ど
な

い
。

以
前

は
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
主

催
の

連
絡

会
議

が
年

１
回

程
度

あ
っ

た
と

記
憶

し
て

い
る

が
、

最
近

は
案

内
が

な
い

。
○

2
0
1
1
年

に
開

設
し

て
２

年
目

で
あ

る
。

○
地

域
に

工
業

団
地

も
あ

る
が

、
規

模
の

小
さ

な
企

業
ば

か
り

で
あ

る
。

○
企

業
か

ら
施

設
に

求
人

を
出

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
、

障
害

者
の

能
力

を
育

て
た

い
。

Ｆ
電 話

北
海

道

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

社
会

福
祉

法
人

4
3
4

2

○
き

め
細

や
か

な
定

着
支

援
が

必
要

。
そ

の
た

め
に

マ
ン

パ
ワ

ー
を

充
実

さ
せ

る
サ

ポ
ー

ト
が

欲
し

い
。

○
働

く
障

害
者

を
地

元
で

支
え

る
体

制
が

必
要

と
考

え
て

い
る

。
地

元
の

就
労

移
行

支
援

事
業

所
、

就
労

継
続

支
援

事
業

Ｂ
型

、
行

政
な

ど
に

引
き

継
い

で
い

る
。

●
企

業
と

の
接

点
は

少
な

い
。

●
企

業
か

ら
求

め
ら

れ
る

作
業

遂
行

能
力

の
水

準
と

の
差

を
縮

め
る

こ
と

に
苦

労
し

て
い

る
。

ま
た

支
援

者
の

力
量

を
高

め
る

必
要

を
感

じ
て

い
る

。

○
北

海
道

は
大

企
業

が
少

な
く

、
ほ

と
ん

ど
が

中
小

企
業

で
あ

る
。

中
小

企
業

が
使

え
る

援
護

制
度

が
活

用
さ

れ
る

と
よ

い
。

使
う

頻
度

の
高

か
っ

た
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

は
使

い
に

く
く

な
っ

て
い

る
。

Ｇ
電 話

岩
手

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

8
2

1
0

○
自

立
支

援
協

議
会

の
就

労
分

科
会

が
あ

り
、

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

が
事

務
局

に
な

っ
て

い
る

。
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
が

把
握

し
て

い
る

雇
用

率
未

達
成

企
業

、
特

に
「

あ
と

１
人

」
企

業
を

手
分

け
し

て
回

っ
て

い
る

。
チ

ー
ム

と
し

て
う

ま
く

機
能

し
て

い
る

と
思

う
。

○
求

人
が

あ
っ

た
場

合
は

、
自

立
支

援
協

議
会

で
ケ

ー
ス

会
議

を
行

い
、

待
機

中
の

人
材

か
ら

選
ぶ

。
人

材
が

見
つ

か
ら

な
い

と
い

う
こ

と
は

な
い

。
○

企
業

の
人

事
と

の
や

り
と

り
は

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
一

緒
に

や
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

そ
の

方
が

企
業

は
安

心
す

る
。

○
企

業
は

「
仕

事
を

き
ち

ん
と

や
れ

な
い

な
ら

い
ら

な
い

」
と

い
う

雰
囲

気
の

と
こ

ろ
が

多
い

。
障

害
者

だ
か

ら
と

の
配

慮
は

な
い

と
思

っ
て

入
ら

な
い

と
い

け
な

い
。

働
き

方
を

考
え

、
企

業
と

の
間

で
ル

ー
ル

を
作

っ
て

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
○

中
小

企
業

の
メ

リ
ッ

ト
は

経
営

ト
ッ

プ
に

会
い

や
す

い
と

こ
ろ

。
地

域
の

支
援

機
関

同
士

が
連

携
を

と
り

、
積

極
的

に
中

小
企

業
に

働
き

か
け

る
仕

組
み

が
必

要
。

Ｈ
電 話

鹿
児

島
県

就
労

移
行

支
援

事
業

所

社
会

福
祉

法
人

1
6

3
2

○
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
が

地
域

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
役

に
な

っ
て

く
れ

て
い

る
。

昨
年

の
就

職
者

３
名

の
う

ち
２

名
は

、
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

お
か

げ
で

就
職

に
繋

が
っ

た
。

○
地

域
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
は

、
遠

隔
地

で
あ

る
が

、
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
に

入
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
あ

る
。

○
地

域
の

企
業

で
施

設
外

就
労

を
実

施
し

て
い

る
。

○
地

域
と

の
関

係
を

築
い

て
、

農
業

、
漁

業
、

畜
産

業
と

い
っ

た
地

場
産

業
へ

入
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

○
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
に

つ
い

て
は

、
外

部
の

人
を

入
れ

る
の

を
嫌

う
企

業
も

あ
る

が
、

企
業

と
の

関
係

を
と

っ
た

上
で

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

に
つ

い
て

説
明

し
利

用
し

て
も

ら
う

流
れ

に
し

て
い

る
。
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機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅲ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
少

な
い
（
平

均
1
7
.2
社

以
下

）
　
＋

　
支
援
企
業
の
規
模
：
中
小
企
業

（
5
6
-
3
0
0
人

）
に
も
支
援
あ
り

‒ �6� ‒



Ｉ
電 話

大
阪

府
就

労
移

行
支

援
事

業
所

企
業

2
0

1

○
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

を
と

り
、

勉
強

会
や

企
業

見
学

な
ど

を
行

っ
て

い
る

。
●

企
業

か
ら

の
相

談
な

ど
を

受
け

た
経

験
は

な
い

。
●

折
り

込
み

広
告

の
あ

っ
た

企
業

に
電

話
を

か
け

た
り

し
て

い
る

が
、

な
か

な
か

就
職

に
繋

が
ら

な
い

。
利

用
者

の
生

活
の

た
め

に
週

3
0
時

間
以

上
の

条
件

で
探

し
て

い
る

が
、

マ
ッ

チ
ン

グ
が

困
難

。

○
企

業
に

は
身

体
障

害
者

の
方

が
就

職
し

や
す

い
が

、
支

援
対

象
者

は
、

知
的

障
害

、
精

神
障

害
、

発
達

障
害

が
中

心
に

な
っ

て
い

る
。

Ｊ
電 話

愛
知

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

2
9

1
0

○
求

人
が

あ
る

と
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
か

ら
即

連
絡

が
く

る
。

こ
ち

ら
か

ら
企

業
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
こ

と
は

な
い

。
○

目
的

は
就

職
で

は
な

く
、

定
着

で
あ

る
。

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

大
切

。
○

職
員

の
力

量
向

上
と

マ
ッ

チ
ン

グ
に

今
後

取
り

組
み

た
い

。

Ｋ
電 話

兵
庫

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

3
4

7

Ｌ
電 話

愛
知

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

3
8

7

○
雇

用
経

験
の

な
い

企
業

ほ
ど

、
高

い
作

業
遂

行
能

力
を

求
め

が
ち

で
あ

る
。

○
あ

る
中

小
企

業
で

、
実

習
中

に
偶

然
社

長
が

来
て

、
決

ま
っ

て
い

た
採

用
が

白
紙

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た

。
し

か
し

現
場

の
従

業
員

が
当

人
を

高
く

評
価

し
て

い
た

た
め

、
結

局
採

用
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。
中

小
企

業
な

ら
で

は
の

ケ
ー

ス
だ

っ
た

と
思

う
。

○
中

小
企

業
は

経
営

者
や

現
場

の
従

業
員

に
余

裕
が

な
い

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
不

得
手

な
精

神
障

害
者

に
は

マ
ッ

チ
ン

グ
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

。
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機 関 記 号

方 法
所
在
地

機
関
種
類

運
営

主
体

雇
用
・
就
労
支
援
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
障
害
者
雇
用
促
進

に
つ
い
て
の
意
見

担
当

者
数

年
間

就
職

件
数

年
間

支
援

企
業 数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用

・
就
労
支
援
の

　
　
　
　
　
○
実
施
状
況
、
今
後
の
方
針
な
ど

　
　
　
　
　
●
支
援
が
少
な
い
理
由
、
感

じ
る
課
題
な
ど

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅳ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
少

な
い
（
平

均
1
7
.2
社
以
下
）
　
＋
　
支
援
企
業
規
模
：
大

企
業

（
3
0
1
人

以
上

）
に
も
支

援
あ
り

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅲ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
少

な
い
（
平

均
1
7
.2
社

以
下

）
　
＋

　
支
援
企
業
の
規
模
：
中
小
企
業

（
5
6
-
3
0
0
人

）
に
も
支
援
あ
り

○
就

職
後

は
、

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

や
地

域
の

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
必

要
時

に
は

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

入
れ

る
よ

う
に

情
報

を
共

有
し

て
い

る
。

○
企

業
や

利
用

者
か

ら
、

ど
こ

に
相

談
に

行
っ

て
い

い
か

わ
か

ら
な

い
と

よ
く

言
わ

れ
る

た
め

、
各

関
係

機
関

と
連

携
を

と
り

、
窓

口
を

一
本

化
し

て
い

る
。

●
雇

用
経

験
の

な
い

企
業

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

う
こ

と
が

多
い

。

○
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

紹
介

や
地

域
の

職
業

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

で
就

職
が

決
ま

る
例

も
あ

る
。

●
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
は

状
態

が
ま

だ
不

安
定

な
人

な
ど

も
紹

介
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
マ

ッ
チ

ン
グ

に
違

和
感

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

●
雇

用
経

験
の

な
い

企
業

に
精

神
障

害
者

が
就

職
し

た
も

の
の

定
着

で
き

な
か

っ
た

場
合

、
以

後
そ

の
企

業
に

敬
遠

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

○
就
労
移
行
支
援
事
業
所
は
二
極
化
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

一
つ
は
福
祉
的
な
発
想
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
す
る
機

関
、
も
う
一
つ
は
求
職
活
動
に
職
員
を
充
て
る
機
関
で
あ

る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
す
ぎ
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

て
し
ま
う
と
就
職
で
き
な
い
人
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
と

感
じ
る
。

○
就
職
や
定
着
の
件
数
で
お
金
が
つ
く
仕
組
み
に
し
て
欲
し

い
。
現
在
は
就
職
者
が
出
る
ほ
ど
事
業
所
が
苦
労
す
る
仕
組

み
で
あ
る
。

○
中
小
企
業
で
は
、
人
事
担
当
者
が
作
業
現
場
と
同
じ
敷
地

内
に
居
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
人
の
働
き
ぶ
り
を
見
て
即

決
し
た
り
と
話
が
早
い
。

○
中
小
企
業
で
は
即
戦
力
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
行
く
と
、
本
人
の
実
力
以
上
の
も

の
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
長
期
的
な
視
点
が
欲

し
い
。

‒ ��0 ‒



Ｍ
電 話

長
野

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

2
3

3
7

○
「

見
守

り
の

福
祉

」
で

は
な

く
「

外
に

出
て

行
く

福
祉

」
を

目
指

し
て

い
る

。
○

利
用

者
に

対
し

て
は

施
設

内
訓

練
→

企
業

見
学

・
職

場
体

験
→

職
場

実
習

→
求

職
活

動
→

就
労

（
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
支

援
）

と
段

階
的

に
進

め
て

お
り

、
マ

ナ
ー

や
体

力
な

ど
比

較
的

厳
し

く
指

導
し

て
い

る
。

○
合

同
面

接
会

へ
の

出
席

だ
け

で
な

く
、

職
員

全
員

が
ア

ン
テ

ナ
を

張
り

、
新

し
く

で
き

た
企

業
が

あ
れ

ば
出

か
け

て
名

刺
を

配
る

な
ど

し
て

い
る

。
○

最
初

は
職

員
に

よ
る

定
着

支
援

に
力

を
入

れ
た

。
職

員
の

顔
を

覚
え

て
も

ら
い

、
企

業
の

現
場

の
声

を
持

ち
帰

っ
て

施
設

内
の

訓
練

に
活

か
す

よ
う

に
心

が
け

た
。

１
人

目
の

雇
用

が
う

ま
く

い
く

と
、

企
業

側
か

ら
新

た
な

雇
用

の
声

が
か

か
る

こ
と

も
あ

る
。

○
規

模
が

小
さ

く
世

話
好

き
の

お
ば

さ
ん

が
い

る
よ

う
な

企
業

の
方

が
障

害
者

は
適

応
し

や
す

い
。

大
企

業
は

経
営

ト
ッ

プ
と

現
場

の
従

業
員

と
の

意
識

の
ギ

ャ
ッ

プ
が

大
き

い
。

○
今

後
法

定
雇

用
率

が
引

き
上

げ
ら

れ
る

が
、

「
や

っ
つ

け
仕

事
」

の
よ

う
に

（
機

械
的

に
１

店
舗

１
人

雇
用

な
ど

）
障

害
者

雇
用

に
取

り
組

む
企

業
が

出
て

こ
な

い
か

心
配

で
あ

る
。

○
雇

用
に

な
か

な
か

踏
み

出
せ

な
か

っ
た

企
業

も
、

障
害

者
が

一
個

人
と

し
て

で
き

る
こ

と
を

認
め

理
解

し
て

く
れ

る
と

長
く

雇
用

し
て

く
れ

る
。

そ
の

橋
渡

し
役

を
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
が

担
う

こ
と

で
、

中
小

企
業

の
雇

用
は

広
が

っ
て

い
く

と
思

う
。

Ｎ
訪 問

山
形

県

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

社
会

福
祉

法
人

5
2
5

3
5

●
地

域
で

就
労

支
援

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

て
啓

発
を

図
っ

て
い

る
が

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
を

介
し

て
呼

び
か

け
て

も
企

業
か

ら
の

参
加

は
少

な
い

。
●

日
常

の
障

害
者

に
対

す
る

相
談

業
務

な
ど

で
手

が
回

ら
ず

、
企

業
開
拓

に
取

り
組

め
な

い
。

以
前

は
職

場
開

拓
専

門
の

ス
タ

ッ
フ

が
配

属
さ

れ
て

い
た

が
、

今
年

度
か

ら
廃

止
と

な
っ

た
。

○
今

後
は

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
に

力
を

入
れ

た
い

。
障

害
者

は
ど

う
い

う
仕

事
が

あ
る

か
わ

か
ら

ず
、

企
業

は
障

害
者

が
何

が
で

き
る

か
わ

か
ら

な
い

状
態

な
の

で
、

そ
の

溝
を

埋
め

る
支

援
が

必
要

。

○
障

害
者

雇
用

の
求

人
に

つ
い

て
、

軽
度

障
害

者
を

雇
用

し
た

い
と

希
望

す
る

企
業

が
多

い
。

雇
用

対
象

を
拡

大
し

て
考

え
て

欲
し

い
が

、
ま

だ
ま

だ
そ

の
段
階

に
は

届
い

て
い

な
い

と
感

じ
る

。
○

企
業

に
支

援
機

関
の

存
在

を
周

知
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

マ
ッ

チ
ン

グ
が

で
き

る
支

援
体

制
を

築
く

こ
と

が
大

切
。

Ｏ
訪 問

三
重

県

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

社
会

福
祉

法
人

5
7
9

5
0

○
開

設
当

初
は

身
体

障
害

者
が

主
体

だ
っ

た
が

現
在

は
知

的
障

害
者

の
登

録
が

最
も

多
く

、
精

神
障

害
者

や
発

達
障

害
者

の
利

用
も

増
え

て
き

た
。

○
企

業
出

身
職

員
の

営
業

セ
ン

ス
を

支
援

に
活

か
し

て
い

る
。

○
効

果
的

な
支

援
方

法
は

職
場

実
習

で
あ

る
。

県
内

他
の

セ
ン

タ
ー

と
共

に
提
案

し
て

県
独

自
の

職
場

実
習

制
度

（
３

～
3
0
日

、
本

人
に

１
日

9
0
0
円
支

給
）

が
で

き
、

効
果

を
上

げ
て

い
る

。
○

企
業

や
行

政
に

よ
り

地
域

の
雇

用
促

進
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
が

立
ち

上
が

っ
た

。
企

業
の

要
望

で
支

援
ガ

イ
ド

を
作

成
し

た
。

○
現

場
の

従
業

員
と

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
関

係
が

職
場

定
着

に
影

響
す

る
。

職
員

の
出

入
り

が
可

能
な

企
業

で
あ

れ
ば

何
度

も
訪

問
し

て
現

場
従

業
員

の
話

を
聞

く
よ

う
に

心
が

け
て

い
る

。

○
規

模
が

小
さ

い
企

業
ほ

ど
、

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

な
し

を
含

め
頻

繁
な

訪
問

を
許

し
て

も
ら

え
る

の
で

、
き

め
細

や
か

な
支

援
が

可
能

で
あ

る
。

○
雇

用
経

験
の

な
い

企
業

は
知

的
障

害
者

や
精

神
障

害
者

へ
の

理
解

が
薄

く
「

能
力

の
高

い
身

体
障

害
者

を
雇

い
た

い
」

と
い

う
考

え
。

企
業

団
体

か
ら

「
障

害
者

が
ど

う
い

う
人

か
わ

か
ら

な
い

。
雇

用
の

前
に

交
流

の
場

が
必

要
」

と
言

わ
れ

た
こ

と
が

あ
る

。
○

一
人

目
の

雇
用

が
う

ま
く

い
く

こ
と

で
次

に
つ

な
が

る
。

職
場

実
習

の
制

度
が

充
実

す
る

と
良

い
。

175

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅴ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
多

い
（
3
5
社

以
上

）
　
＋

　
支

援
企

業
規

模
：
小

規
模

企
業

（
1
～

5
5
人

）
の

み
に
支

援

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅵ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
多

い
（
3
5
社

以
上

）
　
＋
　
支
援
企
業
規
模
：
中

小
企

業
（
5
6
-
3
0
0
人

）
に
も
支
援
あ
り

‒ ��� ‒



Ｐ
訪 問

広
島

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

企
業

2
2
3

2
0
0

○
利

用
者

の
約

３
分

の
２

が
精

神
障

害
者

。
最

近
は

発
達

障
害

者
も

多
い

。
○

雇
用

さ
れ

て
も

、
就

労
を

継
続

で
き

る
か

不
安

が
る

人
が

多
い

が
、

自
ら

辞
め

る
こ

と
は

な
い

。
○

就
職

件
数

に
つ

い
て

目
標

数
を

出
し

て
い

る
。

離
職

を
し

な
い

よ
う

に
力

を
入

れ
て

い
る

。
○

地
域

に
「

就
労

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
が

あ
る

が
、

企
業

は
入

っ
て

い
な

い
。

今
後

は
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

取
り

組
み

た
い

。
○

就
労

移
行

支
援

事
業

し
か

持
っ

て
お

ら
ず

２
年

の
う

ち
に

就
職

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
中

小
企

業
と

の
繋

が
り

が
た

く
さ

ん
あ

る
機

関
と

連
携

し
た

い
。

○
支

援
機

関
の

存
在

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

最
重

要
。

ま
だ

障
害

者
か

ら
も

企
業

か
ら

も
あ

ま
り

知
ら

れ
て

い
な

い
。

障
害

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
特

に
精

神
障

害
者

の
場

合
に

は
必

要
で

、
そ

れ
は

支
援

機
関

が
担

う
役

割
だ

と
感

じ
て

い
る

。
○

企
業

は
、

障
害

特
性

の
情

報
や

、
業

務
内

容
や

勤
務

時
間

の
調

整
の

ノ
ウ

ハ
ウ

に
つ

い
て

知
り

た
が

っ
て

い
る

。
○

２
、

３
日

で
も

よ
い

の
で

、
企

業
で

の
実

習
制

度
が

欲
し

い
。

面
接

だ
け

で
は

力
を

出
せ

な
い

。
利

用
者

は
企

業
で

の
実

習
で

グ
ン

と
伸

び
る

。

Ｑ
訪 問

東
京

都
自

治
体

設
置

の
支

援
セ

ン
タ

ー

一
般

財
団

法
人

○
障

害
者

就
労

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
助

成
金

事
業

が
成

果
を

あ
げ

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

就
労

移
行

支
援

事
業

者
が

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

出
向

き
や

す
く

な
っ

た
。

●
求

人
は

出
て

い
る

が
、

企
業

が
求

め
る

能
力

の
水

準
が

高
い

。
水

準
を

引
き

下
げ

た
り

、
職

務
の

切
り

出
し

を
し

た
り

、
事

例
を

通
し

て
訴

え
て

い
く

し
か

な
い

と
考

え
て

い
る

。
こ

れ
に

は
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

雇
用

指
導

官
や

相
談

員
と

連
携

し
て

い
る

。
●

支
援

対
象

と
な

る
障

害
者

の
数

が
年

々
増

え
て

い
る

。
支

援
機

関
の

限
界

に
近

い
。

○
中

小
企

業
家

同
友

会
の

障
害

者
委

員
会

が
あ

り
、

こ
れ

に
加

盟
し

毎
月

職
員

を
派

遣
し

て
い

る
。

同
友

会
で

も
障

害
者

雇
用

に
つ

い
て

研
究

し
て

い
る

。
○

中
小

企
業

は
障

害
者

雇
用

に
一

歩
踏

み
込

む
ま

で
が

難
し

い
。

経
営

者
が

情
報

交
換

を
す

る
場

が
必

要
。

○
企

業
に

お
け

る
課

題
は

、
雇

用
と

定
着

の
仕

組
み

作
り

、
企

業
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
で

あ
る

。
障

害
者

雇
用

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
よ

う
な

人
が

企
業

内
に

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

Ｒ
訪 問

東
京

都

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

社
会

福
祉

法
人

5
3
0

6
6

○
1
9
8
0
年

代
か

ら
精

神
障

害
者

の
就

労
支

援
を

実
施

。
精

神
障

害
者

が
雇

用
率

に
算

定
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

頃
か

ら
、

障
害

を
開

示
し

直
接

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

紹
介

で
就

職
す

る
人

が
増

加
。

○
中

小
企

業
家

同
友

会
の

会
合

に
積

極
的

に
参

加
す

る
な

ど
、

企
業

と
の

関
わ

り
を

増
や

す
中

で
企

業
の

意
識

や
ニ

ー
ズ

を
学

ん
だ

。
○

併
設

の
就

労
移

行
支

援
事

業
所

な
ど

へ
の

体
験

参
加

や
ア

セ
ス

メ
ン
ト

を
も

と
に

「
紹

介
シ

ー
ト

」
を

作
り

企
業

に
情

報
提

供
し

て
い

る
。

実
習

を
通

し
て

利
用

者
も

自
己

理
解

が
深

ま
る

。
独

自
の

取
組

み
と

し
て

、
協

力
企

業
で

行
う

数
ヶ

月
の

「
過

渡
的

雇
用

」
も

効
果

を
あ

げ
て

い
る

。

○
中

小
企

業
は

人
事

担
当

者
と

現
場

が
近

い
の

で
、

障
害

者
は

働
き

や
す

い
と

思
う

。
経

営
ト

ッ
プ

の
雇

用
方

針
が

あ
れ

ば
、

現
場

の
従

業
員

は
柔

軟
に

受
け

入
れ

る
。

○
2
0
0
9
年

の
雇

用
促

進
法

改
正

後
、

企
業

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

が
増

え
た

。
2
0
1
3
年

の
雇

用
率

引
き

上
げ

に
も

反
応

が
早

い
。

企
業

は
支

援
者

が
考

え
る

以
上

に
雇

用
を

意
識

し
勉

強
し

て
い

る
。

○
遅

れ
を

と
っ

て
い

る
の

は
企

業
よ

り
も

福
祉

だ
と

思
う

。
も

っ
と

企
業

と
交

流
を

持
ち

、
企

業
の

文
化

や
企

業
で

働
く

た
め

に
必

要
な

こ
と

を
学

ぶ
べ

き
。

176

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅶ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
多

い
（
3
5
社

以
上

）
　
＋

　
支

援
企

業
規

模
：
大

企
業

（
3
0
1
人

以
上

）
に
も
支

援
あ
り

機 関 記 号

方 法
所
在
地

機
関
種
類

運
営

主
体

雇
用
・
就
労
支
援
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
障
害
者
雇
用
促
進

に
つ
い
て
の
意
見

担
当

者
数

年
間

就
職

件
数

機
関

タ
イ
プ
：
　
Ⅵ

　
　
　
　
2
0
1
1
年

度
の

支
援

企
業

数
：
多

い
（
3
5
社

以
上

）
　
＋
　
支
援
企
業
規
模
：
中

小
企

業
（
5
6
-
3
0
0
人

）
に
も
支
援
あ
り

年
間

支
援

企
業 数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用

・
就
労
支
援
の

　
　
　
　
　
○
実
施
状
況
、
今
後
の
方
針
な
ど

　
　
　
　
　
●
支
援
が
少
な
い
理
由
、
感

じ
る
課
題
な
ど

1
2

5
7

3
5
1

‒ ��� ‒



Ｓ
訪 問

千
葉

県
就

労
移

行
支

援
事

業
所

社
会

福
祉

法
人

2
1
1

1
3
0

●
以

前
は

就
労

支
援

は
あ

ま
り

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。
企

業
で

辛
い

思
い

し
た

利
用

者
も

い
た

の
で

、
無

理
に

就
職

さ
せ

る
よ

り
福

祉
で

面
倒

を
見

て
や

り
た

い
と

い
う

ス
タ

ン
ス

だ
っ

た
。

○
障

害
者

自
立

支
援

法
施

行
後

、
就

労
移

行
支

援
に

着
手

し
、

就
職

者
が

生
き

生
き

と
働

く
姿

を
見

て
、

今
ま

で
尻

込
み

し
て

い
た

利
用

者
、

家
族

、
職

員
の

意
識

が
変

化
し

た
。

今
は

施
設

内
に

障
害

者
を

抱
え

込
ま

ず
に

、
地

域
・

社
会

に
出

し
て

い
く

べ
き

だ
と

考
え

て
い

る
。

○
就

労
支

援
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
企

業
と

の
繋

が
り

が
な

い
こ

と
が

課
題

だ
っ

た
が

、
通

勤
寮

勤
務

経
験

や
企

業
経

験
の

あ
る

ス
タ

ッ
フ

に
支

え
ら

れ
て

軌
道

に
乗

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
●

現
行

の
制

度
は

就
職

者
が

増
え

る
ほ

ど
事

業
所

の
経

営
が

厳
し

く
な

る
仕

組
み

で
あ

る
。

就
職

が
決

ま
る

と
顔

で
笑

っ
て

心
で

泣
い

て
い

る
。

○
中

小
企

業
は

地
域

密
着

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
し

や
す

い
、

従
業

員
が

親
身

に
な

っ
て

く
れ

る
な

ど
の

利
点

が
あ

る
一

方
で

、
財

政
的

に
厳

し
い

。
給

与
の

補
填

を
含

め
て

金
銭

面
で

の
支

援
が

必
要

だ
と

思
う

。
助

成
金

や
報

奨
金

の
使

い
勝

手
を

も
っ

と
良

く
し

て
欲

し
い

。
○

中
小

企
業

や
零

細
企

業
単

体
で

雇
用

は
難

し
い

の
で

、
地

域
で

雇
用

す
る

と
い

う
仕

組
み

が
で

き
て

欲
し

い
と

考
え

て
い

る
。

例
え

ば
商

店
街

全
体

で
雇

用
し

て
清

掃
を

担
当

し
て

も
ら

う
な

ど
。

○
就

労
移

行
支

援
事

業
所

は
企

業
就

職
さ

せ
る

意
欲

が
な

い
と

い
う

批
判

が
出

て
き

て
い

る
。

事
業

所
同

士
の

横
の

つ
な

が
り

で
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
し

て
い

き
た

い
。

Ｔ
電 話

神
奈

川
県

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

社
会

福
祉

法
人

2
1
5

1
5
0

○
特

例
子

会
社

を
含

め
従

業
員

5
6
人

以
上

の
企

業
と

関
わ

る
こ

と
が

多
い

が
、

５
年

程
前

か
ら

企
業

の
雇

用
率

へ
の

意
識

が
強
ま

っ
て

い
る

と
感

じ
る

。
●

昔
か

ら
障

害
者

雇
用

に
取

り
組

ん
で

い
た

小
規

模
企

業
は

、
現
在

雇
用

で
き

る
状

況
に

な
い

と
思

う
。

●
企

業
は

戦
力

に
な

る
人

材
を

求
め

て
い

る
が

、
そ

う
し

た
人

材
は

雇
用

が
進

み
少

な
く

な
っ

て
い

る
。

特
に

大
都

市
圏

で
は

、
雇

用
し

た
い

企
業

に
比

べ
て

障
害

者
が

少
な

い
状

況
。

○
2
0
1
3
年

の
雇

用
率

引
き

上
げ

を
受

け
、

大
企

業
は

す
で

に
対

応
を

す
す

め
て

い
る

。
中

小
企

業
で

は
雇

用
率

が
自

治
体

か
ら

の
発

注
要

件
に

な
る

場
合

も
あ

る
こ

と
か

ら
「

死
活

問
題

」
と

す
る
声

を
聞

く
。

○
企

業
が

雇
用

に
積

極
的

に
な

っ
て

い
る

状
況

は
、

雇
用

さ
れ

る
障

害
者

に
と

っ
て

は
一

長
一

短
で

あ
る

。
本

来
は

さ
ら

に
訓

練
が

必
要

な
人

が
青

田
買

い
で

雇
用

さ
れ

、
結

局
不

適
応

と
な

っ
て

し
ま

う
展

開
が

懸
念

さ
れ

る
。

Ｕ
電 話

東
京

都
自

治
体

設
置

の
支

援
セ

ン
タ

ー
N
P
O

5
2
0

1
0
0

○
大

都
市

で
は

求
人

は
多

い
。

企
業

は
法

制
度

の
改

正
に

ス
ピ

ー
デ

ィ
に

対
応

す
る

。
特

に
雇

用
率

2
.
0
%
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

大
き

く
、

企
業

か
ら

メ
ー

ル
や

Ｆ
Ａ

Ｘ
な

ど
で

（
当

所
だ

け
で

な
く

他
の

支
援

機
関

へ
も
）
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
。
10
人
、
20
人
の
単
位
で
募
集
し
て

い
る

企
業

も
あ

る
。

身
体

障
害

者
を

採
り

た
い

が
難

し
い

の
で

精
神

障
害

者
や

知
的

障
害

者
の

募
集

に
踏

み
出

す
と

こ
ろ

が
多

い
。

○
障

害
者

も
企

業
も

支
援

の
対

象
で

あ
る

と
い

う
意

識
で

、
調

査
票

に
は

企
業

と
の

関
係

に
つ

い
て

「
顧

客
」

と
回

答
し

た
。

●
採

用
活

動
が

急
過

ぎ
て

、
マ

ッ
チ

ン
グ

が
適

切
で

な
い

例
や

人
事

と
現

場
に

乖
離

が
あ

る
例

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

会
社

の
雇

用
管

理
の

在
り

方
を

顧
み

ず
、

安
易

に
支

援
機

関
に

頼
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

。
企

業
は

主
体

性
を

持
っ

て
、

採
用

し
た

障
害

者
の

育
成

や
雇

用
管

理
を

行
っ

て
欲

し
い

。

○
中

小
企

業
で

の
雇

用
は

、
タ

イ
ム

リ
ー

で
柔

軟
な

調
整

を
行

い
や

す
い

と
い

う
利

点
が

あ
る

。
○

支
援

機
関

は
企

業
の

ス
タ

ン
ス

や
ニ

ー
ズ

を
理

解
す

る
こ

と
が

大
事

。
当

所
の

場
合

は
、

準
備

訓
練

で
な

く
就

職
や

定
着

の
支

援
が

主
な

の
で

、
企

業
の

現
場

を
数

多
く

訪
問

す
る

中
で

企
業

の
意

識
を

学
ん

で
き

た
。
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記 号
氏
名

所
属

役
職

み
組

り
取

、
援

支
な

効
有

題
課

●
、

徴
特

○

Ａ
秦

政
　

氏

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 
障

が
い

者
就

業
・

雇
用

支
援

セ
ン

タ
ー

（
東

京
都

）

理
事

長

●
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

雇
用

指
導

は
、

相
当

に
雇

用
水

準
が

低
い

企
業

や
大

企
業

を
優

先
し

て
行

わ
れ

て
い

る
。

中
小

企
業

は
自

ら
意

欲
的

に
な

ら
ね

ば
、

情
報

も
充

分
に

得
ら

れ
な

い
。

○
中

小
企

業
は

「
地

域
へ

の
恩

返
し

」
を

動
機

に
障

害
者

雇
用

に
取

り
組

む
ケ

ー
ス

が
多

い
。

○
親

会
社

が
あ

り
資

源
が

潤
沢

な
中

小
企

業
と

、
資

源
を

持
た

な
い

中
小

企
業

が
あ

る
。

企
業

に
よ

っ
て

支
援

ア
プ

ロ
ー

チ
は

変
え

る
べ

き
。

○
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
支

援
企

業
が

欲
し

い
の

は
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

支
援

を
提

供
し

て
く

れ
る

場
所

。
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
的

な
支

援
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

。
○

職
業

能
力

開
発

支
援

機
関

や
特

別
支

援
学

校
は

挨
拶

な
ど

の
マ

ナ
ー

ば
か

り
を

障
害

者
に

教
え

よ
う

と
す

る
。

中
小

企
業

が
求

め
て

い
る

の
は

マ
ナ

ー
で

は
な

く
作

業
遂

行
能

力
。

送
り

出
す

側
は

も
っ

と
企

業
の

視
点

に
立

っ
た

能
力

開
発

に
あ

た
る

べ
き

。

○
支

援
制

度
を

知
ら

ず
、

知
る

術
を

持
た

な
い

企
業

が
多

い
。

○
企

業
と

支
援

機
関

と
を

つ
な

ぐ
仕

組
み

を
作

る
こ

と
が

必
要

。
地

域
内

で
の

情
報

交
換

会
な

ど
が

自
発

的
に

開
か

れ
る

よ
う

に
な

れ
ば

理
想

的
。

Ｂ
長

岡
恵

美
子

氏

津
軽

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

（
青

森
県

）

所
長

○
小

規
模

な
企

業
ほ

ど
、

現
場

の
従

業
員

や
経

営
ト

ッ
プ

が
親

身
で

、
雇

用
が

う
ま

く
進

む
こ

と
が

多
い

。
○

最
近

は
、

雇
用

義
務

の
な

い
小

規
模

な
企

業
で

も
Ｃ

Ｓ
Ｒ

を
意

識
し

て
雇

用
に

取
り

組
む

ケ
ー

ス
が

増
え

て
い

る
。

○
部

外
者

を
入

れ
る

こ
と

に
抵

抗
の

あ
る

企
業

も
あ

る
。

そ
の

場
合

は
最

低
限

の
対

応
の

み
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

○
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
支

援
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、

福
祉

事
業

所
な

ど
の

他
機

関
と

日
頃

か
ら

連
携

を
取

り
、

必
要

な
場

合
は

す
ぐ

に
企

業
に

紹
介

斡
旋

し
て

い
る

。
企

業
に

不
便

を
感

じ
さ

せ
な

い
こ

と
が

重
要

。
○

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
人

材
を

紹
介

す
る

際
は

、
前

も
っ

て
支

援
ス

タ
ッ

フ
が

企
業

を
訪

問
し

、
職

務
内

容
や

勤
務

環
境

を
把

握
し

た
上

で
、

適
し

た
人

材
を

選
ぶ

よ
う

に
し

て
い

る
。

面
接

だ
け

で
は

伝
わ

り
き

ら
な

い
障

害
者

の
セ

ー
ル

ス
ポ

イ
ン

ト
、

健
康

面
で

の
配

慮
事

項
な

ど
を

一
枚

の
調

書
に

ま
と

め
て

企
業

に
渡

し
て

い
る

。

○
行

政
や

職
業

セ
ン

タ
ー

の
担

当
者

は
異

動
が

頻
繁

で
、

連
携

の
取

り
や

す
さ

が
担

当
者

に
よ

っ
て

異
な

る
事

が
多

く
、

誰
が

担
当

し
て

も
良

い
よ

う
に

連
携

の
取

り
方

を
統

一
す

る
必

要
が

あ
る

。

Ｃ
笹

川
俊

雄
氏

埼
玉

県
障

害
者

雇
用

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
埼

玉
県

）

セ
ン

タ
ー

長

●
雇

用
経

験
、

雇
用

ノ
ウ

ハ
ウ

の
な

い
企

業
が

多
い

。
●

雇
用

義
務

の
な

い
小

規
模

な
企

業
は

雇
用

に
対

し
て

意
欲

を
持

ち
づ

ら
い

。
●

経
営

ト
ッ

プ
の

理
解

が
得

ら
れ

に
く

い
、

経
営

状
況

に
余

裕
が

な
い

、
職

務
を

切
り

出
し

に
く

い
、

と
い

っ
た

課
題

を
抱

え
る

企
業

が
多

い
。

●
知

的
や

精
神

障
害

者
を

敬
遠

し
た

が
る

企
業

が
多

い
。

そ
う

い
う

場
合

に
は

、
実

際
に

障
害

者
の

方
が

働
い

て
い

る
職

場
を

見
て

も
ら

う
こ

と
が

、
理

解
を

得
ら

れ
や

す
い

。

○
企

業
の

視
点

に
立

っ
た

支
援

支
援

ス
タ

ッ
フ

全
員

が
企

業
勤

務
経

験
を

も
っ

て
い

る
。

そ
れ

を
活

か
し

て
、

企
業

経
営

の
継

続
を

大
前

提
と

捉
え

た
支

援
を

し
て

い
る

。
○

経
営

ト
ッ

プ
、

雇
用

担
当

者
の

意
識

啓
発

経
営

ト
ッ

プ
の

理
解

や
担

当
者

の
熱

意
が

中
小

企
業

の
雇

用
促

進
の

た
め

に
は

重
要

な
の

で
、

成
功

事
例

の
紹

介
、

企
業

同
士

の
情

報
交

換
会

、
支

援
制

度
の

理
解

促
進

な
ど

の
支

援
が

効
果

的
で

あ
る

。
○

職
務

切
り

出
し

支
援

「
人

に
仕

事
を

合
わ

せ
る

」
発

想
の

職
務

切
り

出
し

支
援

が
必

要
で

あ
る

。

○
企

業
勤

務
経

験
を

も
た

な
い

支
援

ス
タ

ッ
フ

で
は

、
企

業
の

視
点

に
立

っ
た

支
援

を
行

い
に

く
い

。
短

期
間

で
も

企
業

で
の

勤
務

経
験

を
積

む
こ

と
が

必
要

。
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Ｄ
藤

尾
健

二
氏

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
ワ

ー
ク

ス
未

来
千

葉
 
千

葉
障

害
者

就
業

支
援

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

（
千

葉
県

）

セ
ン

タ
ー

長

●
雇

用
義

務
の

な
い

小
規

模
な

企
業

は
雇

用
に

対
し

て
意

欲
を

持
ち

づ
ら

い
。

●
人

員
に

余
裕

が
な

く
、

雇
用

担
当

者
を

配
置

し
づ

ら
い

。
●

経
営

ト
ッ

プ
の

理
解

を
得

ら
れ

に
く

い
。

○
離

職
転

職
支

援
マ

ッ
チ

ン
グ

が
う

ま
く

い
っ

て
い

な
い

場
合

は
無

理
に

雇
用

を
継

続
さ

せ
ず

、
離

職
や

転
職

を
視

野
に

入
れ

た
支

援
が

必
要

。
○

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
障

害
者

の
支

援
経

歴
や

緊
急

連
絡

先
な

ど
を

本
人

の
同

意
を

得
た

う
え

で
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ト
に

ま
と

め
て

企
業

に
渡

し
て

い
る

。
○

企
業

と
対

等
な

支
援

支
援

機
関

が
企

業
の

視
点

に
立

つ
必

要
は

な
い

。
障

害
者

雇
用

の
専

門
家

と
し

て
対

等
な

立
場

で
企

業
支

援
に

あ
た

る
べ

き
。

○
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
制

度
に

つ
い

て
は

、
中

途
半

端
に

助
成

金
が

支
給

さ
れ

る
た

め
、

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

を
社

内
の

人
員

と
し

て
扱

う
こ

と
が

で
き

ず
、

企
業

は
不

自
由

を
感

じ
て

い
る

。

Ｅ
石

井
京

子
氏

テ
ス

コ
・

プ
レ

ミ
ア

ム
サ

ー
チ

株
式

会
社

（
東

京
都

）

代
表

取
締

役

○
経

営
ト

ッ
プ

か
ら

雇
用

方
針

が
出

て
い

る
ケ

ー
ス

や
、

担
当

者
に

柔
軟

性
と

チ
ャ

レ
ン

ジ
性

が
あ

る
ケ

ー
ス

で
は

、
雇

用
は

う
ま

く
進

み
や

す
い

。
○

企
業

は
法

改
正

を
意

識
し

て
い

る
。

求
人

が
例

年
よ

り
も

早
め

に
出

て
く

る
と

い
っ

た
状

況
が

み
ら

れ
る

。
●

雇
用

経
験

、
雇

用
ノ

ウ
ハ

ウ
の

な
い

企
業

が
多

い
。

●
即

戦
力

と
な

る
人

材
は

大
企

業
が

先
に

雇
用

し
て

し
ま

う
。

○
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

ス
タ

ッ
フ

が
企

業
を

訪
問

し
、

職
務

内
容

や
勤

務
環

境
を

把
握

し
た

上
で

、
適

し
た

人
材

を
選

ぶ
。

障
害

者
の

障
害

特
性

や
他

社
で

の
実

績
な

ど
を

一
枚

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
シ

ー
ト

に
ま

と
め

て
企

業
に

渡
し

て
い

る
。

ス
タ

ッ
フ

に
必

要
な

の
は

想
像

力
と

提
案

力
。

障
害

者
に

適
し

た
職

務
を

想
像

し
、

そ
れ

を
企

業
に

提
案

す
る

た
め

に
は

、
企

業
勤

務
経

験
が

必
要

。

○
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

人
材

が
不

足
し

て
い

る
。

企
業

勤
務

経
験

が
あ

り
、

障
害

の
知

識
が

豊
富

な
人

材
が

望
ま

し
い

が
、

充
分

で
は

な
い

。
○

ど
う

い
っ

た
人

材
を

企
業

が
求

め
て

い
る

の
か

、
し

っ
か

り
と

把
握

す
る

べ
き

。
○

発
達

障
害

者
の

就
業

支
援

に
対

応
で

き
る

人
材

紹
介

会
社

が
少

な
い

。
○

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

制
度

は
有

効
だ

が
、

部
外

者
を

入
れ

る
こ

と
に

抵
抗

の
あ

る
企

業
に

と
っ

て
は

利
用

し
づ

ら
い

。

Ｆ
山

口
光

一
氏

中
小

企
業

支
援

指
導

セ
ン

タ
ー

コ
ス

モ
ラ

ー
マ

（
大

阪
府

）

代
表

●
中

小
企

業
の

障
害

者
雇

用
低

迷
の

原
因

は
、

経
営

不
振

、
ハ

イ
テ

ク
化

に
よ

る
手

作
業

の
減

少
、

業
務

縮
小

や
廃

業
の

３
点

。
○

助
成

金
に

は
関

心
が

薄
く

、
地

域
貢

献
の

一
環

と
し

て
障

害
者

雇
用

に
取

り
組

む
企

業
が

多
い

。
た

だ
し

継
続

雇
用

の
た

め
に

は
戦

力
に

な
る

ま
で

根
気

強
く

育
て

る
覚

悟
が

必
要

。
○

「
焦

ら
ず

、
怒

ら
ず

、
ほ

め
る

こ
と

」
を

身
に

つ
け

た
企

業
で

は
障

害
者

の
定

着
が

良
い

。
○

２
、

３
代

目
の

よ
う

な
若

い
経

営
ト

ッ
プ

は
障

害
者

雇
用

に
理

解
、

関
心

を
示

し
や

す
い

。

○
定

着
支

援
企

業
は

雇
用

後
の

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

と
し

て
総

合
相

談
所

の
よ

う
な

も
の

を
必

要
と

し
て

い
る

。
中

小
企

業
で

あ
っ

て
も

規
模

が
大

き
く

な
る

ほ
ど

経
営

ト
ッ

プ
は

現
場

か
ら

離
れ

る
の

で
、

現
場

へ
の

支
援

が
必

要
に

な
る

。
○

経
営

ト
ッ

プ
の

意
識

啓
発

障
害

者
雇

用
企

業
の

経
営

者
と

接
す

る
こ

と
で

関
心

を
持

つ
企

業
は

多
い

。
中

小
企

業
の

障
害

者
雇

用
宣

伝
マ

ン
は

中
小

企
業

。

○
経

営
ト

ッ
プ

は
、

送
り

出
す

側
の

真
剣

度
を

み
て

い
る

。
熱

意
を

も
っ

て
雇

用
支

援
に

あ
た

る
べ

き
。

○
送

り
出

す
側

に
は

、
中

小
企

業
の

苦
労

を
思

い
や

る
意

識
が

必
要

。
○

企
業

は
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
を

入
れ

る
こ

と
に

抵
抗

が
あ

る
。

相
談

役
と

し
て

機
能

す
る

程
度

な
ら

構
わ

な
い

が
。
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記 号
み

組
り

取
、

援
支

な
効

有
題

課
●

、
徴

特
○

職
役

/
属

所
名

氏

Ｇ
土

井
善

子
氏

有
限

会
社

 
思

風
都

（
京

都
府

）

代
表

取
締

役
会

長

○
規

模
の

小
さ

い
企

業
は

経
営

ト
ッ

プ
が

従
業

員
一

人
ひ

と
り

の
顔

を
把

握
し

て
お

り
、

仲
間

意
識

が
強

く
、

障
害

者
雇

用
に

適
し

て
い

る
。

●
障

害
の

種
類

が
増

加
し

、
企

業
は

一
律

で
は

な
く

マ
ン

ツ
ー

マ
ン

の
対

応
を

と
る

こ
と

が
必

要
に

な
っ

て
い

る
。

○
経

営
ト

ッ
プ

の
意

識
啓

発
ま

ず
は

障
害

者
に

で
き

る
仕

事
が

た
く

さ
ん

あ
る

こ
と

を
経

営
ト

ッ
プ

に
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

肝
要

。
障

害
者

雇
用

の
メ

リ
ッ

ト
（

仕
事

の
効

率
化

、
職

場
の

雰
囲

気
向

上
、

地
域

の
発

展
に

繋
が

る
な

ど
）

を
伝

え
る

こ
と

も
大

切
。

○
企

業
と

支
援

機
関

の
連

携
１

人
の

人
を

社
会

の
中

で
一

人
前

に
し

て
い

く
た

め
に

、
企

業
は

支
援

制
度

を
有

効
に

活
用

す
る

べ
き

。
企

業
と

支
援

機
関

が
連

携
を

と
る

こ
と

が
必

要
。

○
企

業
は

制
度

を
知

る
手

段
が

な
い

。
○

支
援

機
関

に
よ

っ
て

対
応

の
丁

寧
さ

が
大

き
く

異
な

る
。

Ｈ
且

田
久

雄
氏

株
式

会
社

ダ
ッ

ク
ス

四
国

（
高

知
県

）

代
表

取
締

役

○
大

企
業

は
Ｃ

Ｓ
Ｒ

を
意

識
し

て
雇

用
を

開
始

す
る

ケ
ー

ス
が

多
い

が
、

中
小

企
業

は
戦

力
と

し
て

障
害

者
を

求
め

た
り

、
人

件
費

を
下

げ
た

い
、

助
成

金
が

欲
し

い
、

と
い

っ
た

動
機

で
あ

る
こ

と
が

多
い

。
●

「
障

害
者

だ
か

ら
仕

事
が

で
き

な
い

」
と

い
う

意
識

の
企

業
で

は
雇

用
は

う
ま

く
い

か
な

い
。

半
年

あ
れ

ば
ほ

と
ん

ど
の

障
害

者
は

戦
力

に
な

る
。

業
種

に
も

制
約

は
な

い
と

感
じ

る
。

○
安

全
対

策
知

的
障

害
者

を
主

に
雇

用
し

て
い

る
。

職
場

で
は

危
険

な
機

械
も

扱
う

の
で

、
仕

事
中

は
厳

し
く

指
導

し
て

い
る

。
労

災
は

一
度

も
発

生
し

て
い

な
い

。
た

だ
し

、
社

員
旅

行
を

企
画

す
る

な
ど

、
厳

し
さ

に
は

緩
急

を
つ

け
て

い
る

。
○

一
労

働
者

と
し

て
扱

う
コ

ピ
ー

や
掃

除
な

ど
の

業
務

を
切

り
出

す
こ

と
は

せ
ず

、
ど

ん
な

に
重

度
の

障
害

者
で

も
本

業
に

携
わ

ら
せ

て
い

る
。

一
労

働
者

と
し

て
扱

い
、

仕
事

か
ら

締
め

出
さ

な
い

こ
と

で
、

誇
り

を
も

っ
て

働
い

て
く

れ
る

。

○
企

業
で

の
勤

務
経

験
を

持
た

な
い

支
援

ス
タ

ッ
フ

は
障

害
者

就
労

へ
の

理
解

や
知

識
が

不
足

し
て

い
る

。
○

企
業

へ
の

対
応

が
丁

寧
で

な
い

支
援

機
関

も
あ

る
。

企
業

に
対

し
て

前
向

き
に

支
援

を
行

い
、

メ
リ

ッ
ト

を
訴

え
続

け
る

べ
き

と
感

じ
る

。

Ｉ
明

石
則

雄
氏

東
京

都
立

石
神

井
特

別
支

援
学

校
（

東
京

都
）

教
諭

○
卒

業
生

は
あ

る
程

度
安

定
的

に
中

小
企

業
に

就
職

し
て

い
る

。
他

の
卒

業
生

が
勤

務
し

て
い

た
り

、
徒

歩
や

自
転

車
で

通
勤

が
可

能
な

こ
と

で
、

本
人

や
保

護
者

が
安

心
感

を
持

て
る

。
○

中
小

企
業

は
社

長
が

親
身

で
、

雰
囲

気
が

ア
ッ

ト
ホ

ー
ム

で
継

続
勤

務
で

き
る

ケ
ー

ス
が

多
い

。
障

害
者

が
戦

力
に

な
る

と
わ

か
っ

た
企

業
は

さ
ら

な
る

雇
用

に
も

意
欲

的
に

な
っ

て
く

れ
る

。

○
進

路
指

導
生

徒
は

伸
び

る
。

難
し

そ
う

な
生

徒
で

も
諦

め
ず

に
実

習
を

行
う

よ
う

、
担

任
に

は
強

く
伝

え
て

い
る

。
進

路
指

導
と

し
て

本
人

の
特

性
と

苦
手

な
点

、
支

援
が

必
要

な
部

分
、

磨
け

ば
光

る
部

分
を

移
行

先
へ

伝
え

る
の

が
大

き
な

仕
事

。
1
8
歳

で
の

進
路

が
す

べ
て

で
は

な
く

、
卒

業
後

に
就

労
移

行
支

援
事

業
所

で
も

う
少

し
時

間
を

か
け

て
就

職
す

る
生

徒
も

多
い

。
○

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

１
、

２
年

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
、

企
業

に
出

る
こ

と
で

本
人

の
特

性
と

課
題

を
把

握
で

き
る

し
、

企
業

に
障

害
者

を
知

っ
て

も
ら

え
る

大
切

な
機

会
。

○
企

業
は

支
援

機
関

を
知

ら
な

い
。

し
か

し
今

後
中

小
企

業
へ

の
雇

用
を

さ
ら

に
開

拓
す

る
に

は
、

障
害

者
の

能
力

不
足

や
配

慮
事

項
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

の
具

体
的

な
支

援
制

度
を

企
業

に
伝

え
な

が
ら

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

所
属
機
関
：
　
障
害
者
雇
用
企
業

所
属
機
関
：
　
特
別
支
援
学
校

180

て
い

つ
に

用
雇

者
害

障
の

業
企

小
中

家
門

専

支
援
機
関
に
つ
い
て
感
じ
る
課
題

‒ ��6 ‒



Ｊ
久

保
田

健
氏

新
潟

県
江

南
高

等
特

別
支

援
学

校
（

新
潟

県
）

教
諭

○
雇

用
し

て
く

れ
る

中
小

企
業

は
い

ず
れ

も
経

営
ト

ッ
プ

の
考

え
が

現
場

ま
で

浸
透

し
て

お
り

、
と

て
も

温
か

い
。

○
助

成
金

に
対

す
る

関
心

は
薄

い
印

象
が

あ
る

。
地

域
の

人
材

を
雇

用
す

る
こ

と
を

役
目

と
言

っ
て

い
る

企
業

も
あ

っ
た

。
○

合
同

面
接

会
や

学
校

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

う
ま

く
活

用
し

て
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
企

業
も

出
て

い
る

。

○
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

支
援

が
必

要
な

子
供

（
障

害
者

に
限

っ
て

い
な

い
）

を
対

象
と

し
た

企
業

体
験

制
度

（
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

）
を

実
施

し
て

い
る

。
大

人
の

サ
ポ

ー
タ

ー
も

同
行

し
て

、
週

１
回

１
時

間
で

半
年

程
度

。
地

域
の

企
業

に
と

っ
て

取
り

組
み

や
す

い
社

会
貢

献
ス

テ
ッ

プ
と

な
っ

て
い

る
。

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
で

企
業

を
体

験
す

る
こ

と
で

生
徒

の
就

職
希

望
率

が
上

が
っ

た
。

ま
た

、
「

障
害

者
雇

用
に

関
心

は
あ

る
が

情
報

が
な

い
」

と
い

っ
た

企
業

に
と

っ
て

い
い

勉
強

に
な

っ
て

い
る

。

○
最

近
は

就
労

移
行

支
援

事
業

所
が

充
実

し
、

労
働

行
政

と
福

祉
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

ま
す

ま
す

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
築

い
て

、
生

徒
の

社
会

参
加

や
自

立
に

向
け

た
意

識
や

環
境

を
築

き
た

い
。

Ｋ
小

林
信

　
氏

全
国

中
小

企
業

団
体

中
央

会 （
東

京
都

）

労
働

政
策

部
長

●
障

害
者

雇
用

の
重

要
な

受
け

皿
で

あ
っ

た
陶

磁
器

や
繊

維
関

係
な

ど
の

産
地

地
場

産
業

が
衰

退
し

、
障

害
者

の
活

躍
場

所
が

減
少

し
て

き
て

い
る

。
●

労
働

生
産

性
を

求
め

る
あ

ま
り

、
障

害
者

の
雇

用
維

持
を

困
難

と
考

え
る

企
業

が
増

え
て

き
て

い
る

。
●

障
害

者
雇

用
に

限
ら

ず
、

高
齢

者
雇

用
、

子
育

て
支

援
な

ど
、

企
業

は
社

会
か

ら
さ

ま
ざ

ま
な

要
求

を
受

け
て

お
り

、
対

応
し

き
る

余
裕

が
な

い
。

○
経

営
ト

ッ
プ

の
意

識
啓

発
経

営
ト

ッ
プ

の
意

識
づ

け
の

た
め

に
、

好
事

例
や

法
改

正
の

広
報

を
徹

底
し

て
行

う
べ

き
。

ト
ッ

プ
の

方
針

が
あ

れ
ば

中
小

企
業

の
雇

用
は

す
ぐ

に
進

む
。

○
職

務
切

り
出

し
支

援
「

障
害

者
に

適
し

た
仕

事
が

な
い

」
と

思
い

込
ん

で
い

る
企

業
は

多
い

。
支

援
機

関
は

「
ど

う
い

う
障

害
な

ら
ど

う
い

う
仕

事
が

で
き

る
」

と
い

う
こ

と
を

も
っ

と
ア

ピ
ー

ル
す

る
べ

き
。

○
障

害
者

雇
用

の
制

度
や

法
律

が
非

常
に

複
雑

で
わ

か
り

に
く

い
。

Ｌ
高

嶋
健

夫
氏

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト

●
地

域
経

済
が

疲
弊

し
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
停

滞
し

て
い

る
こ

と
が

中
小

企
業

の
障

害
者

雇
用

を
も

停
滞

さ
せ

て
い

る
。

○
障

害
者

雇
用

を
軌

道
に

乗
せ

て
い

る
企

業
は

、
雇

用
後

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
や

Q
C
活

動
を

積
極

的
に

行
い

、
障

害
者

を
戦

力
に

ま
で

成
長

さ
せ

て
い

る
。

○
経

営
ト

ッ
プ

の
意

識
啓

発
好

事
例

や
、

メ
リ

ッ
ト

（
生

産
性

向
上

や
企

業
価

値
向

上
な

ど
）

を
積

極
的

に
経

営
ト

ッ
プ

に
訴

え
る

こ
と

が
必

要
。

○
実

務
ノ

ウ
ハ

ウ
の

積
み

上
げ

支
援

障
害

者
を

受
け

入
れ

た
現

場
が

実
務

ノ
ウ

ハ
ウ

を
積

み
上

げ
、

現
場

力
を

高
め

る
こ

と
が

必
要

。
そ

の
た

め
に

、
支

援
制

度
の

活
用

を
訴

え
る

べ
き

。

○
障

害
者

雇
用

の
制

度
や

法
律

が
非

常
に

複
雑

で
、

企
業

は
ど

こ
に

相
談

を
す

れ
ば

い
い

の
か

も
わ

か
ら

な
い

。

Ｍ
杣

山
貴

要
江

氏

兵
庫

大
学

生
涯

福
祉

学
部

社
会

福
祉

学
科 （

兵
庫

県
）

教
授

○
わ

が
国

は
割

当
雇

用
制

度
を

導
入

し
て

い
る

が
、

一
定

の
成

果
を

あ
げ

て
お

り
、

大
企

業
を

中
心

に
実

雇
用

率
及

び
達

成
企

業
割

合
は

年
々

高
ま

っ
て

い
る

。
○

特
例

子
会

社
な

ど
の

様
子

を
み

る
と

、
企

業
繁

栄
の

た
め

に
障

害
者

を
労

働
者

と
し

て
育

て
る

取
り

組
み

が
徹

底
し

て
お

り
、

障
害

者
の

利
益

に
も

な
る

。
●

小
規

模
企

業
で

は
仕

事
以

外
の

生
活

面
等

へ
の

支
援

が
必

要
な

場
合

、
専

門
的

支
援

が
整

備
さ

れ
な

い
と

、
パ

ナ
ー

ナ
リ

ズ
ム

に
陥

り
自

立
支

援
に

支
障

が
生

じ
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

。

○
Ｉ

Ｃ
Ｆ

（
国

際
生

活
機

能
分

類
）

の
活

用
わ

が
国

の
障

害
者

手
帳

の
存

在
に

否
定

的
見

解
を

も
つ

国
も

あ
り

、
障

害
者

雇
用

の
カ

ウ
ン

ト
に

関
し

て
は

、
Ｉ

Ｃ
Ｆ

を
活

用
す

る
方

法
を

検
討

す
る

こ
と

が
有

用
で

は
な

い
か

。
○

複
数

企
業

の
グ

ル
ー

プ
化

難
し

い
の

は
知

的
・

精
神

・
発

達
障

害
者

の
雇

用
促

進
。

複
数

企
業

が
グ

ル
ー

プ
化

し
て

精
神

保
健

福
祉

士
を

置
く

、
就

労
支

援
事

業
所

と
契

約
を

す
る

な
ど

の
対

応
が

効
率

的
で

は
な

い
か

。

○
中

小
企

業
一

社
一

社
が

対
応

に
苦

慮
し

て
い

る
状

況
に

は
課

題
が

あ
る

。
○

一
律

の
制

度
で

は
な

く
、

企
業

が
知

的
・

精
神

・
発

達
障

害
者

を
雇

用
し

た
後

で
、

一
人

ひ
と

り
に

必
要

な
サ

ポ
ー

ト
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
良

い
。

所
属
機
関
：
　
中
小
企
業
団
体
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所
属
機
関
：
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

所
属
機
関
：
　
大
学
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７ 問５で「１ 現在雇用している」・「２ 過去に雇用していた」と回答された企業にお伺いします。

できるだけ最初に雇用された障害者を想定してお答えください。最初に雇用された障害者につい

ての情報がはっきりしない場合には、現在一番長く勤務されている障害者を想定してお答えくだ

さい。

（１）障害者を雇用した経路についてお伺いします。１つ選択して番号に○をつけてください。

（２）雇用した障害者について、（イ）どう評価していますか。また、（ロ）その評価に最も影響し

ていることは何ですか。（イ）（ロ）とも１つ選択して番号に○をつけてください。

(イ) 雇用した障害者への評価

1 満足している

2 概ね満足している

3 やや不満である

4 不満である

(ロ) 評価に最も影響していること

1

2

3

4

5

6

仕事に対する意欲

家族や関係機関からの支援

その他（　　　　　　　　　　　　　　）

仕事を遂行する能力

遅刻・欠勤などの勤務態度

他の従業員とのコミュニケーション

1 ハローワークから紹介や雇用率達成指導があった。

2 就労支援機関（地域障害者職業センター、障害者就業・生活支援センター等）
から依頼・推薦された。

3 学校や職業訓練校から依頼・推薦された。

4 医療・福祉機関から依頼・推薦された。

5 親戚や知人から依頼された（縁故）。

6 疾病・事故などで受障した社員を継続雇用した。

7 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問４ 貴機関の職員数は何人ですか。また、主に障害者の雇用・就労支援を担当しているのは何人で

すか。ご記入ください。 

 

 

 

 

 

問５ 貴機関が取り組んでいる障害者に対する支援についておききします。以下の各支援についてそ

れぞれあてはまる欄１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員数（非常勤を含む） 人

 うち主に障害者の雇用・就労支援を担当する職員の数 人

特

に

重

視

し

て

取

り

組

ん

で

い

る

取

り

組

ん

で

い

る

あ

ま

り

取

り

組

ん

で

い

な

い

取

り

組

ん

で

い

な

い

1 就職相談 4 3 2 1

2 職業評価（アセスメント、フィードバック） 4 3 2 1

3 パソコンスキルなど職業的技能向上のための指導や訓練 4 3 2 1

4 挨拶の仕方など社会的技能向上のための指導や訓練 4 3 2 1

5 企業からの求人票や応募方法などの情報提供 4 3 2 1

6 4 3 2 1

7 職場見学会など障害者の企業理解を深めるための支援 4 3 2 1

8 4 3 2 1

9 労働条件などに関する企業との調整 4 3 2 1

10 職場実習の実施による支援 4 3 2 1

11 ジョブコーチ支援 4 3 2 1

12 就職後の企業訪問など職場定着のための支援 4 3 2 1

13 生活面における直接支援 4 3 2 1

14 生活面における家族との連絡調整 4 3 2 1

15 生活面における関係機関との連絡調整 4 3 2 1

16 余暇活動における支援 4 3 2 1

17 4 3 2 1

履歴書の書き方や面接の仕方など求職活動における指導

採用面接への同席など障害者と企業との情報交換のため
の支援

その他
（  　　　        　    　　　　　　　　　　　　　　　）
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問９ 貴機関が取り組んでいる企業に対する支援についておききします。以下の各支援についてそれ

ぞれあてはまる欄１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 貴機関が 2011 年度（平成 23 年度）の 1 年間に問 9 のような支援を行った企業の数は合

計で約何社ですか。実数でご記入ください。

約 社

特

に

重

視

し

て

取

り

組

ん

で

い

る

取

り

組

ん

で

い

る

あ

ま

り

取

り

組

ん

で

い

な

い

取

り

組

ん

で

い

な

い

1 4 3 2 1

2 4 3 2 1

3 職務切り出しなど障害者受入準備に関する相談・支援 4 3 2 1

4 バリアフリー化など職場環境整備に関する相談・支援 4 3 2 1

5 4 3 2 1

6 4 3 2 1

7 障害者情報の提供及び障害者の紹介 4 3 2 1

8 各種支援制度の案内・説明 4 3 2 1

9 各種支援制度活用に向けた手続きの支援 4 3 2 1

10 企業と各種支援機関との連携会議の企画、実施 4 3 2 1

11 就職後の企業訪問など職場定着のための支援 4 3 2 1

12 配置転換やキャリア形成に関する相談や支援 4 3 2 1

13 企業からの相談内容に応じた支援機関との連絡調整 4 3 2 1

14 企業と家族との情報交換を円滑にするための連絡調整 4 3 2 1

15 4 3 2 1
その他
（  　　　        　    　　　　　　　　　　　　　　　）

経営トップ・人事担当者に対する雇用ノウハウや好事例
などの情報提供

経営トップ・人事担当者に対する障害者雇用企業や訓練
機関の見学会の実施

企業の従業員に対する障害特性の理解や配慮事項などの
情報提供

企業のニーズに応じた障害者への職業指導・訓練の実施

‒ ��5 ‒
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問１１ 貴機関が問９のような支援を行っている企業の割合は、どの規模（もしくは特例子会社）

が多いですか。以下の各規模についてそれぞれあてはまる欄１つに○をつけてください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1２ 貴機関が問 9 のような支援を行っている企業はどの業種であることが多いですか。以下の 

各業種についてそれぞれあてはまる欄１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３ 貴機関が個別の雇用・就労支援を実施する際に、どの機関と連携を取っていますか。あては

まるものをすべて選択し番号に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割

合

が

多

い

割

合

が

少

な

い

関

わ

る

こ

と

が

な

い

1 程度の企業 3 2 1

2 程度の企業 3 2 1

3 程度の企業 3 2 1

4 程度の企業 3 2 1

5 程度の企業 3 2 1

6 の企業 3 2 1

7 3 2 1

１ － ５ ５ 名

５ ６ － １ ０ ０ 名

１０１－２００名

２０１－３００名

３ ０ １- ９９ ９名

１ ０ ０ ０ 名 以 上

特 例 子 会 社

割

合

が

多

い

割

合

が

少

な

い

関

わ

る

こ

と

が

な

い

1 製造業 3 2 1

2 卸売業、小売業 3 2 1

3 サービス業（※クリーニング業、清掃業、娯楽業を含む） 3 2 1

4 その他（　　　　　　                   　　　　　　　　　） 3 2 1

1 ハローワーク 2 地域障害者職業センター

3 障害者就業・生活支援センター 4 就労移行支援実施事業所

5 就労継続支援事業所 6 福祉機関（３、４、５以外）

7 医療・保健機関 8 特別支援学校、学校、訓練校

9 地方自治体の福祉関連部署 10 その他（　　     　　　　　 　　　　　）
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問１４ 「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」（改正障害者雇用促進法）が

2009 年（平成 21 年）４月から段階的に施行されていますが、 

 

（イ）この法律の改正をご存じでしたか。１つ選択して番号に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

以下(ロ)(ハ)は(イ)で「１．知っていた」と回答された機関にお伺いします。 

 

   （ロ）改正に伴い雇用・就労支援対象障害者数は変化しましたか。１つ選択して番号に○をつ

けてください。 

 

 

 

   （ハ）改正に伴い企業を訪問する機会は変化しましたか。１つ選択して番号に○をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

以下(ニ)は(ハ)で「１．増えた」と回答された機関にお伺いします。 

 

   （ニ）企業を訪問する機会で特に増えたものは何ですか。あてはまるものすべてを選択して番

号に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５にお進みください

問１５にお進みください

改正障害者雇用促進法の主な内容

○障害者雇用納付金制度の適用対象の範囲拡大（2010 年 7 月より施行）

  障害者雇用納付金制度が適用される対象範囲が常用労働者 100 人を超える中小企業に拡大され

ることになり、2010 年 7 月に 200 人を超える企業、2015 年 4 月に 100 人を超える企業に順次

拡大される。

○短時間労働に対応した雇用率制度の見直し（2010 年 7 月より施行）

  短時間労働者（週 20 時間以上 30 時間未満）が、雇用義務の基礎となる労働者に追加された。

○その他、企業グループ算定特例の創設（2009 年 4 月より施行）や、除外率のさらなる引き下げ

（2010 年７月より施行）などが主な改正内容である。

参考

1  知っていた

2  知らなかった

1  増えた 2  変わらない 3  減った

1  増えた

2  変わらない

3  減った

1 職場開拓 2 職場体験実習 3 採用面接同行

4 ジョブコーチ支援 5 職場定着相談・指導 6 退職に関わる相談

7 その他（　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問 1７ （イ）雇用・就労支援において、支援機関として感じている障害者側の課題は何ですか。感

じている課題の欄すべてに○をつけてください。 

（ロ）また、中でも特に感じている課題はどれですか。１つ選択してあてはまる欄に○をつ

けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1８ 障害者雇用を促進する上で、中小企業(※)の方が有利だと思う点（中小ならではの良いとこ

ろ）は何ですか。以下の各項目についてそれぞれあてはまる欄１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) (ロ)

感

じ

る

課

題

特

に

感

じ

る

課

題

一

つ

1 建物のバリアフリーなど物理的な環境整備が必要となる

2 作業の遂行能力が期待する水準に達しない

3 仕事に対する意欲が不足している

4 遅刻や欠勤などの勤務態度に不安がある

5 他の従業員とのコミュニケーションに不安がある

6 家族からの協力が得られにくい

7 その他（　　　 　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※従業員およそ300人以下の企業を想定してお答えください。 と

て

も

そ

う

思

う

そ

う

思

う

や

や

そ

う

思

う

そ

う

思

わ

な

い

1 4 3 2 1

2 中小企業の方が障害者が通勤しやすい場所にある 4 3 2 1

3 中小企業の方が障害者が様々な職務を経験できる 4 3 2 1

4 中小企業の方が障害者がキャリア形成しやすい 4 3 2 1

5 中小企業の方が上司や同僚の面倒見が良い 4 3 2 1

6 4 3 2 1

7 中小企業の方が賃金を柔軟に設定できる 4 3 2 1

8 4 3 2 1

9 その他（　　　   　  　　　　　　　　　　　　　　　） 4 3 2 1

中小企業の方が採用の基準が緩やかであり、障害者が就
職しやすい

中小企業の方が地域の支援ネットワークを利用しやすい

中小企業の方が支援機関が経営トップに直接はたらきか
けやすい
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